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ごあいさつ

辛成元年)勘こおける 千葉県立美術館活動の実線を年報として

まとダ)ました。

本館は、昭和49年の開館以来の運営方針であります’\みる・

かたる・つくる〃 を基本として、総合的に展開して、県民の婁

請にこたえるよう労グ)てお弓)よす。

本年度は、開館15周年を迎え、記念特別展として「房総と近

代美術」を開催したほか、房総と関係の深い白韓派を中心とし

た†白樺派と近代美術」 、あるいは房総ゆかりの作家「中本不

二大農」を開催し、その業績を瀬彰するなど、地域に密着した

美術館としての役割を果たすと同時に、国際的視野に立って、

外国の優れた美術作品を鑑賞する機会として、 「ドイツ・ロマ

ン派19世紀絵画展」の開催、更には全国的な公募展として「第

4画境代日本具象彫刻展i を実施しました言

一方、本館が収蔵する作品の展示については、一層の充実、

強化に努め、常諾展を2期にわたりテーマ別に開催するととも

に、館外における移動美術館展も2地域で実施しました、,

また、美術についての理解を深め、作晶鑑賞の一助とするた

め、特別展、企画展に開通つけて美術講演会を開催するととも

に、美術の各分野にわたる実技講庫も、大仁「圧帯麻、研修講摩、

手工上溝手玉函二分けて実施し、美術を語る会も実技を中心に偶成す

るなど、増加の一途をたどる県民の美術創作への意欲に対応し

てまいりました、,

さらに、本館が収蔵すべき作品の収集については、既に策定

されている基本方針に基づき、作家や所蔵家の協力を待つつ、

コレクションの体系化とその充実化を「受lリました/⊃

今後とも、関係諸機関及び各団体並びに県民の皆様の御掃厚

と御支接をお願いいたしますくつ

向戊2年4月

千葉県立美術館長

竹 内
一 雄



美 術 館 誌

4月1日 辞令交付・普及課新設

20日 特別展「房総と近代美術」 (6月25口まで)

5月20日 第1回美術を語る会

27日 第l回美術講演会

6月24日 算2回美術を語る会

7月1日 常設収蔵作品展(I期、 10月15日まで)

企画展「房総の美術家シi)-ズ19臆山本不

二夫展」 (7月30日まで)

15日 第3回美術を語る会

25日 第1回美術館調査研究員会議

8月26日 第4回美術を語る会

9月9日 特別展「白樺派と近代美術」 (10月15田ま

で)

16日 第5回美術を語る会

30日 第2回美術講演会

10月28日 第6回美術を語る会

11月1日 竹内館長と千葉県立美術館友の会が千葉県

教育功労者表彰

16日 特別展「ドイツ・ロマン派19世紀絵画展」

開催に伴い、デュッセルドルフ美術館ベー

タース館長来館

18日 特別展「ドイツ・ロマン派19世紀絵画展」

(12月24日まで)

22日 第13回千葉県移動美術館(鎌ヶ谷市三橋記

念館、 12月4日まで)

25口 第7凪美術を語る会

1乞月1日 学校巡回展(4高校 安房・安房農業・安

房南・泉3月20日まで)

2日 第8回美術を語る会

7口 第13回千葉県移動美術館(酒々井町中央公

民館、 12月14日まで)

9日 第3回美術講演会

1月5日 常設収蔵作品展(II期、 3月31目まで)

20日 第9固美術を語る会

2月2日 企画展「第4出現代日本具象彫刻展」 (2

月25日まで)

10口 第10回美術を語る会

20日 第2回美衝館調査研究員会議

3月5日 空調設備工事のため休館(3月31日まで)



平成元年度 事業一覧
太字は本館主催展
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第26回全日本線令書道夫展覧会 拓へ16 

陶芸① (9日間) 第13画風聾会善作展 拓へ23 

第59同郷陽会展 拓-23 (⑧デッサン①(3日間) 
水彩展 拓-23 

特別展「房総と近代美術」 4/20-6/25 

武蔵野美術大学校友会千葉県支部展 雄一30 

第16田干葉新協展 弦へ30 

第9回千葉美術工芸展 舞へ% 
第15し口音歩会彫刻展 弦へ坊 

5 

第7回日中友好書道協会展 %一14 

美術を語る会(1)% 

(③洋画①(6日間) 洋画(D(10日間) 

第20回表美展 %へ7 
第12回千葉展 %-14 

第13回墨の県展 弟へ21 

第29回千葉市アマチュア美術展 %-28 美術講演会(1) % 
千葉中美展 彩「28 

第12回千葉一陽展 ‰-% 
第15回躾展 %へ% 

6 

第36圃千葉県書道協会展 %へ11 

美術を語る会(2)% 

日本画 (10日間) 
第4回日本画四季展 %へ18 

第14回関東全展 %へ18 

千葉幼児美術展 %へ18 

第11回新税樹社千葉県支部展 %へ25 

第12回精鋭展 駁「25 

第16回干虹会日本画展 %へ25 

明日を拓く教育美術展 %へ25 

第34回二科会千葉支部展 %へ% 
千葉二紀展 %-彩 

7 

企画展「山本不二夫展」 7′/1へ7/30 

美術を語る会(3)% 

㊨洋画② (6日間) 常設収蔵作品展I 71/1-10/15 

第17回水彩連盟干葉支部展 易へ9 彫刻 (10日間) 

第69回習美会初夏大作展 易へ9 ④陶芸 (5日間) 

第18回干葉正勤労者文化展 易へ9 

第33回千葉県小中学校書写展覧会 宏一9 

第21回千葉市水墨画同好会連合会展 者へ23 

第9回ちぼ産経現代洋画展 宏へ% 
日本水彩画会第5回千葉県支部展 宏へ30 

8 

第18畔Ij填千葉県展 %へ20 

美術を語る会(4〉 % 

(⑧デッサン②(3日間) (⑧書芸(4日間) 

第22園丁一葉県南等学校合同写真展 %へ13 

第23囲秋雲会合固書道展 %へ13 

第9回日本春秋書院千葉県書道連盟展 %一20 

第12回千葉等迦展 盤へ20 洋画② (10日間) 

第19回いてふ会彫刻展 %へ27 

第17回千葉市教職員美術展覧会 %へ27 

第10回龍峡書道会千葉県人展 %-27 

第13回尽墨会喜作展 %へ27 

第29回白扇書道会展 %へ% 

9 

第19回新構造干葉支部展 %へ10 

㊨金⊥ (6日間) 特別展「白樺派と近代美術」 9/9へ10/15 

第14団栗美会展 %-17 

第21回ファンシー洋画展 %-17 

第12し口廿葉県写真展 %へ24 

ー
3
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月 み る か た る つ く る 

9 

第27日新†し璃己美術協会子葉支部展 %へ17 

美術を語る会(5)% 美術萌黄会(2〉%) 

④日本画 (7日間) 第39団千葉デザイン展 労「24 

第36回千葉県勤労者美術槙 %一24 書芸① (3串間) 

第5回目本書道学会千葉県速度 %-24 

第32団千葉正中中養護学校 

児童生徒作品総合展 %-男 

10 

第9山二科会写真部千葉支部展 %-8 

美術を語る会(6)敷 

陶芸② (9日間) 

第21回千・葉親展 %-8 金工 (12日間) 

タ’ネラ・デコパージュ展覧会 %へ8 

丁字会書道展 祐一15 

第16同文化書道千葉県連合会公募展覧会 焔)-15 

秋耕会子葉支部展 堀)-15 

第41回千葉県美術展覧会(県展) 覚へ彬 

11 

千葉県高等学校総合芸術祭 

美術を語る会(7)% 

(⑧彫塑 (7日間) 美術・」二芸・書道作品展 米へ坊も 

特別展「ドイツ・ロマン派19世紀絵画展」 彬へ1窺 ④版画 (7日間) 

第13回千葉県移動美術館(鎌ヶ谷市) %-男 

第34団子ども県展 

(千葉県児童生徒美術展覧会) 揚一掬 

12 

第13回千葉県移動美術館(酒々井町) 労-擁 美術を語る会(8)場 
書芸② (3山間) 第7回明るい社会づく り 美術講演会(3) % 

ポスターコンクール展覧会 ゾ名へ17 (⑧洋画③ (6日間) 

今日の美術を考える会展 米へ24 ④てん刻 (3日間) 

常設収蔵作品展II 党へ% 

l 

第25出挙龍社宮坂会書初展 覧へ1l 

美術を語る会(9〉 拓 

版画 (12日間) 第1回全回童謡書道展 米へ11 

第19回千葉県大学美術連盟展 覧へ11 洋画③ (10日間) 

橘華書道展 米へ11 

第17国富土日景写真展 米へ15 

第11回親子絵画展 米へ15 

第17回現代書壇代表展・現代書壇巨匠展 
千葉県書層秀抜展・十葉書壇新進展 菊へ21 

千葉市観光絵画と写真コンクール作品展 晃一28 

第7回県医展(千葉県医師会美術展) 楊-28 

第23回千葉県老人クラブ会員作品展 米子28 

第23回千葉大学学生書道展 拓へ% 

千葉大学教育学部美術科卒業制作展 拓へ% 

群鴎善人辰 雄)へ% 

第5回書星選抜展 米へ% 

第42回千葉県小中高校書初展覧会 拓へ% 

千葉串小中養護学校児童生徒書写展覧会 拓へ% 

2 

企画展「第4回現代日本具象彫刻展」 %一25 美術を語る会(10〉 給 

自主研修講座 第21回千葉市民美術展覧会(吊展) %-25 

第15回千葉県民写真展 宛へ25 デッサン (16日間) 

幕張北高校書道コース卒業制作展 %-18 

和洋女子大学卒業展(雁鴻会書道展) %一25 

第13回唱和会書展 移-% 

第11回千葉藍節会かな喜作展 為へ% 

第37回書星教育部展 為一% 
第15国子ども造彬展 %-% 

3 臨 時 休 館 

-
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展 示 事 業

常設収載作品展を2期に分けて開催し、帥二浅川忠の作品

賞紺瑞仕手展示しな

特別展としては、 「房総と近代美術」 「自神沢と近作美術」

「ドイツ・ロマン派19世紀絵画根」を剛樟し7∴

企画展としては、 「房総の美術家シリ、賀ズー19書出本不二

大原」 「第4山塊代目本具象彫刻展」を開催したはか、 「第

13回千葉県移動美術館展」を三橋記念館と温々)岬丁中央公民

館において開有子iした)

5
-



常 設 展

常設 収蔵作品展(第I期)

今年皮常設収蔵作品展第1期は、 3コーナーに分けて展示した。 「動物の表現」では、日本画、洋画上版画、

工芸、彫刻の各分野の作家によって表現された、\動物、、の魅力を、 「素描」では、各作家の酬乍を支える発想や

表現の源泉を知る貴重な資料の数々を、 「新収蔵作品」では、高村光太郎の彫刻作品を、会期中、前期と後期

に分けて紹介した。

会期(前期)平成元年7月1日(上)一30日(口)

I′ (後期) II 8月1日(天上10月15日(同 92日間

展 小 点 数162点

入場者数 45,026人

録日品田

「動物の表現」

作 家 名

〈日 本画〉
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作 家∴名

高 利 光太郡

山

Il

山

肌

肌

忠

」描壌
∵
哉

中 林 傍

間 敬 助

肌

用 中 点奈千

田

田 中 善之肋

安 川 尊大即
山
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肌

II

原 隣 邦

肌
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肌

鮎 田 宮
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州
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座
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十和田裸婦像のための「手」

十和即裸婦像のための中型
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景
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大
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※ 上

※民

※は∴∴た

※樹

※樹
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♪

保 津 川 上 流

鳳 景

※テンサン(ボーズする裸婦)1

テンサン(腰かける裸婦)

テ ソ サ ン (母子像)

テ ソ サ ン (伸 冨)

デ ッ サ ン (大原女)

テ
高
山
テ

ソサン(篤を持つ女)

ソ サ ン (裸婦)

デ ッ サ ン (裸婦)

デ ッ サ ン (裸婦)

※デ ッ サ ン (裸婦)

※デ ッ サ ン (少女)

※デソサン(人彬を持つ少女)

デ ッ サ ン (C)

デ ッ サ ン (l))

テ ン サ ン (F)

デ ッ サ ン (G)

※デ ッ サ ン (H)

テ ン サ ン (K)

デ ッ サ ン (賞つ

網
あ
中
日
女
婿
水
済

※

※

※

当
月
い
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競
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畠
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場
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作 家 名

鶴 田 吾 郎

肌

胸

肋

須 田 国太郎

田

畑

肌

中 西 利 雄

山

肌

肌

後期追加展示

「動物の表現」

く日 本画〉

黒 沼 槻

浅 井

山

肌

山
鳥

石 井 林 響

肌

冨 取 鳳 堂

肌

着 本 山

木
原
水
野

の
鈴
伽
鈴
浦

〇
回刻

章
達
徹
子重

義

八

真
夫

診
秀
信

取
囲

江
杏
津

作 品 名

廟 と 老 人

十 和

練習中
芋

大

旧
大
堀

の

の 稿

楽団
場

鳥

テソサン(膝に腕を置く裸婦)

※デ ッ サ ン(水辺鳳景)

デ ッ サ ン(能舞 台)

※デッサン(腰かける裸婦)

デ ノ サ ン (民家)

マドマーセルH (A)

冊 子 を か ふ っ た 女

丁 嬢

長 崎 に て

※印は前期のみ展示

花
羊
破
き
∴
鷹
松
竹

河
群
池

の

鳥

の

の

の

に
花
嵐
タ

ぎ

の

図
図
図
図
図
据
鳥

畔
魚
春

七 面 鳥

鳳 の 中 の 弗

馬と娘の恋物訊3部作一秋・冬中春、〉

生 き る と い う こ と

夜
狸
絵
耳

虎

花 生

牛



作 家 名

津 田 信 夫

II

肌

堀 し」 光 彦

「素 描」

浅 川 忠

肋

間

肌

肌

肌

的

肌

花
安

名品

大
鶴
兎

作

民

練
直

Ⅲ

Ⅴ
摩
景
B
倉
)
上

2寺

家

長建倉

樹
樹
多
凧
民
鎌
鎌
兵

鵠田吾郎「中山競馬場」

トロワイヨン「河辺の道」

8
葛

忠

助
郎

敬
吾

〃

白
日

浅

柳
鶴

肌

肌

須 田 国大部
肌

京 勝 即

作 品 名

態

虎

テノサン(ボーズする裸婦2)

麦 打 ち

馬 車 屋 の 親 爺

アンコールワット と兵隊

女子艇身隊(パラシュート)

中 西 悟 堂∴∴氏

デ ッ サ ン (走 鳥)

デ ッ サ ン (ちゃぼ)

デ ッ サ ン (猿)

デ ッ サ ン (ロバ)

デ ッ サ ン (M)

デ ッ サ ン (B)

デ ッ サ ン (I)

津田信夫「月下妖麗」

高村光太郎「薄命児男子頭部」



常設 収蔵作品展(第II期)

今年度常設収蔵作品展第II期は、 2つのコーナーに分けて展示した。 「花の表現」では、日本画、洋画、工

芸の各分野の作家によって表現された花の魅力を紹介した。また昨年度及び今年度に碁会で取得した作品と、

同作家の既に収蔵されている作品を併せて特別展示した。

会 期 平成2年1月5日(鉛へ27日仕) 20日間

康示点数100点

入場者数 9,533人

出 品 日 録

忠

語

〃

本
井

目
浅

響林井
.
メ
・

郎
径
雄
賞

詞
春
貞
風

多
聞

取

高

出

棺
富

山
湖以阿

木
辺

岩
波

忠

画

井

羊

美

真

荒 谷 直之介

安 藤 信 哉

板 倉 鼎

彦快藤伊

ろ

蓮
も
梅
梅
春

竹
秋
渓
山
夕
洋

花
初

南
島
牡

と

こ

花
花

茶

図
花
禽
屋
秋

の
鳳
中
書

梅
萌

し

桜
花 烏

越
谷
図
顔
蘭

籠
秋

花
椿
丹

つ ば さ の 図

京都高等工芸学校の庭
梅 林

四 月 の 海

山
け
梅
シ
赤
大

静
金
ダ

百 合

し

林

ン

梅
女

物
魚
ア

メ

の

ラ

原
蓮

軸

ク

作 家 名

榎 本 了 三

遠 藤 健 郎

大 下 藤次郎

岸 畑 久 喜

黒 田 重太郎

小 堀 進

小 山 周 次

桜 井 忠 剛

澤 部 活五郎

白 滝 幾之助

椿 貞 雄

郎

雄
一

吾

利
誠

〃

〃

田

西
川

鶴

中
鳩

郎
文
二

大紀
以
丈

野
野
崎

真
水
宮

工
浅

秋

須大
香
神

信
藤

忠

生逸

〃

井

山

喬
真
雄

秀
絶

買
取
谷

田

圃

花
朝
紫
壷
女
花
ば
花
バ

小

腸
と

と

菖

桜
鴛

と

籠
市
花
花
大
海
ら
蒲
ラ

俸風原図冬秋夏春

墨
子
中
外
長
あ

ひ
ラ
バ

草
向

ー
の

椿

堤

壷
川

も

イ

ん

と

た
風

あ

れ
ク

屋

の

花

ツ

鳥
房

り

ま
ラ

白

菊

乗
付
芝

図
向
蕾

ち
景
門
ず

り
蝶
ラ
花
葵

“梅"

“百合〃

家 族 額

カ ンナ芝山家族襟節
操 文 案 銅 香 炉

菊 文 釜

鉄絵銅彩あやめ紋大鉢
鉄 絵 銅 彩 椿 紋 壷

洋 銀 壷 (花ひらく)

喬 平 飾 菖・ し だ れ 桜



特別展示

フォンタネージ

肌

Il

iI

肌

田

山

鉢
バ

花
木
花
菊

水
木
池
牛
森
風
∵
鳳

ラ
み

近

し
/
」

汲

を

花

の 図
花
水
女
種
花

の

景
立
木
娼
婦
1
2

鳳

農
農

場

樹

の

「
ノ

地
景
景

高取風堂「花籠」

桜井忠剛「バラ」

10

作 家 名 作 品 名

フォンタネージ 神 女 之 図

浅 井 忠 フォンテンブローの夕景
l′ 農 婦

コ ロ ー ナポリ 近郊の思い出
II フォンテンブローの鳳景

ミ レ
ー 貞根に沿って草を食む羊

ク
ー ル ベ 雪 の 中 の 小 鹿

II 眠 る 人

ト ロワイ ヨン 河

高 村 光太郎 薄

田

頭

の

子

座

男
緒

辺
見

婦

命

′l 大 倉 喜

II 野 兎

の郁

子
八

の

像

十和暗黒婦像のための「手」

上和郎果婦像のための中型

大下藤次郎「紫陽花」

浅井 忠「花木」



特 別 展

ー千葉県立美術館開館15周年記念特別展一

房総と近代美術
会 期 辛成元年4月20日(村へ6月25日用

展′J点†敦 216点

入場者数14,676人

千葉県立美術館は、昭和49年10月23日に開館し、 「みる・かたる

・つくる」をモソトーに総合的で調和のとれた美術館活動を目標と

し、近代美術館及び地域美術館としての役割をふまえた活動を行い、

このほど15周年を迎えることとなった。その記念事業として、また、

伸せて昭和58年9月、千葉県の人口が500万人を突破したのを記念

して制定された「県民の日」記念事業として実施した。

本展では、 15年の間に収蔵した作品(日本画、洋画、彫刻、工芸、

書、版画等)を「浅井忠と関係作家の作品」 「浅井忠と水彩画の流

れ」「房総をモチーフに描いた作品十房総ゆかりの美術家の作品」の

テ一一一マにより展示し、房総と近代美術のかかわりをひち〈紹介しな

作 家 名 作 品 名

嫌藤堂遁艦葉術
1989脅4三三之0費′- 6用2も、上

開法

出 品 目 録

作 家 名

浅井忠と関係作家の作品

ミ レ
‾

土中良に沿って草を食む羊
コ ロ ‾

フォンテンブローの鳳景
II ナ ポリ 近郊の思い出

ナ イ ア ズ 森 の 中 の 農 婦

ト ロワイヨン 河 辺 の 道

ア ユ プ レ 夕 暮 れ

ルソー序オトル〉 バル ビ ゾ ン の 農場
ジ ャ ッ ク 森 の 中

ド一一 ビニー ヴァルモンドワの小月I
ク

ーー ル ベ 眠 る 人

II 雪 の 中 の 小 龍

浅 井 忠

松 岡 寿

和 田 英 作

石 川 柏 亭

牧 野 克∴次

伊 藤 快 彦

桜 井 忠 剛

都 鳥 英 喜

中 林 傍

加 藤 源之肋

小 月「丁- 餐

柵 原
一

広

フォンタネージ 牛を追う農婦のいる鳳景 長谷川 良 雄
′I 木 立 閏 松 枯 淡
Il 池

ス

ン

忠

ンラ

ラ

ロ

コ

沫

し
↑
,
女

樹
之

本
圃

澤 部 活五郎

霜 鳥 之 彦

鳳 景 1 園 部 時 雄

風 景 2 西 川 純

カルカゾノンヌの幽閉者の解放 黒 川 重太郎

田 園 詩 安 井 曽太郎

藁 屋 根 梅 原 龍三郎

フォンテンブローの夕景
グ レ

ー の 洗 濯 場

グ レ ー の 秋

グ レ
ー の 柳

老 母 像

田 中 善之助

婦
森
塚
信
松
林
バ

溶
け
秋

雨
晩
仕
ハ

緑

名品

人

件

と
本
i

用

小
塙
鳳

像
川
像
景
林
檎
ラ

北 の 早 春

し の 花

の 山 (大和初潮村)

港

ン

ウ

ト
ソ

ス

同
ド
の

窓

田
保
浴
熱
竹
皇

レ

河

工

津

園

海

ン

前
夕

凪

ド
の
-
風

附

パ
リ の

景
秋
ヌ
謁
一
員
峡
後
近
因
居
女

足 立 源一郎 カ
ー ニ ュ に て

浅 井 真 梅 林

相 中 点茶ナ チソサン(棒をもつ裸体)



子
郎
奈
大
志
曽

中
井

田
安

肌

田 中 善之助

足 立 源一郎

浅 井 忠

明

肌

デ
デ
デ
デ
デ
デ
下
あ
鍛
曳
磐

作 品 名

ッ サ ン (裸体)

ッ サ ン (裸婦)

ッ サ ン (裸婦)

ッ サ ン (裸婦)

ッ サ ン (高台寺)

ッ サ ン (田町)

加 茂 森

田
橋
り
図の

通

は

冶

山

舟

梯

浅井 忠と水彩画の流れ

浅 井 恩 沢 入 駅

′′ 金 川 城 壁 士

フォ ンテンブローの森
男 性 裸 像

グ レ
ー の 僑

洋 上 の 夕 陽

京都高等工芸学校の庭
II 奈 良 郊 外

ワ ー グマ ン 松 島 風 景

百五
河
丸
大

城
合

文 哉 日

新 蔵

山 晩 霞

卜 藤次郎

石 川 欽一郎

真 野 紀太郎

白 滝 幾之助

三 宅 克 己

石 井 柏 手

小 山 周 次

相 田 直 彦

赤 城 泰 舘

水 三野 以 文

須 田 国太郎

後 藤 工 志

古 賀 春 江

中 西 利 雄

不 破 章

冨 田 道 雄

荒 谷 直之介

小 堀 進

無縁寺 心 澄

三 橋 兄弟治

竹
海
紫
赤
バ

伊
中
晩
三
宿
赤
軍
鳳
ダ

風
四
三
前
著
南
医
ハ

風

淡

林

陽

岸

城

国
諸
春

大

人

シ
城
楽

の

ア

行
室

根

光

図

景

花

煙

ラ

ン

址

図

柑

浪

村

花

(漁船)

) ア

の
姉

婦

な

裸

か
い

房総をモチーフに描いた作品

浅 井 忠 印

II 房

II 房

II 房

引

る
た
煙
城

の

の

尖
バ

景
女
妹
日
ち
丘

突
壁

沼
村
浜
村

大

浜

白

糖
波

白

忠

繁
亭柏

井

木
井

浅

青
石

小 山 周 次

大久保 作次郎

作 品 名

房 州 乙 浜 村

白 浜 鳳 景

(重文)海 の 幸

異 聞 の 入 江(下図)

印 旛 沼

佐

銚

丘

石 橋 武 治 自

害 取 風 堂 朗

吠
鐘
風る

犬

の

いの

子
上

鷺

原

埼

楼

景

光

艦 利 彦 房 州 伊 壕 ヶ 岳

林 倭 衛 岩 和 田 海 岸

椿 貞 雄 鋸山から見た房総半島
三 田 康 廃 墟

適

堅

田

堀
岡

富
小
吉

雄 外 房 鵜 原

進 海 (白 浜)

人
夷
山
明
学

巴
魁

政

崎
山
木
田
辺

岩
束
若
寺
渡

馬

涛

波 清 岩 礁 図

残 照

波 上 海 女 関

大吠灯台の見える外)=港

月i 口

房総ゆかりの美術家の作品

日 本画
鈴 木 鷲

石 井 鼎

石
膏
島
横
時
酒
東
若
小
波
大
岩
関
松
後

井 林

取 風

多 諦

尾 芳

直
亜
魁

具

運
巴
主
敏
細

田
井
山
木
野
辺
森
崎

尾
藤

画

井

洋
浅

正
英
敬
柏

江
鳥

井

堀
部
柳
石

朝
潮
響
堂
郎
月
善
人
夷
山
走
学
夫
人
税
男
男

忠

章
喜
助
手

の

風

つ

往

両

端
閲

と

門

明

う
農

耕
姿
華
西
魚

な

空

門

農
立
木
葛
群
夕
魚
茶

早
逮
夜
時
閲

歴
山

人
耶

波

た

図
像
姫
景
動
粧
紋
室

春
海
け
還
牛

程
後

農 婦

母 の 肖 像

西 村 房 太 郎 像

婦 人 像

静 物

聖フランチェスコ寺院



作 家

原

石 橋

椿

鳴 川

安 藤

板 倉

出城寺

郎
治
雄
一
哉
鼎
昇

勝
武
員
誠
信

モ
窓
八

パ

裸

作 品 名

ン マ ル ト ル

辺 の 少 女

童 子 像

花

i) の 窓

婦

岩

内 藤 粟 縁 衣 の 婦 人 像

山 本 不二夫 ハイ テつレベルグ風景
笹 岡 了

一
放 蕩 息 子 の 帰 宅

彫 刻

小 倉 惣次郎

肌

藤 野

大須賀

長谷川i

柳 原

佐 膝

舟 越

神 野

堀 川

木 村

司
木
本

義
忠
保
義

賢
和

正

光
力
昂
達
良
武
衛
恭
郎
男
実
道

夫

真秀

芸

〃

取

工

香

夫信田津

鹿

香

鳥
取

会 田

大須賀

信 田

関 谷

正
吉

四

谷
彦
康
喬
洋
郎

伊
明
希
も
安
風
ラ
婦

聖
う
詩
存
エ

た

藤
治

の

博
天

中

人
申

る

文
皇

の

れ

像
像
望
る
息
鵜
帽
像

仲 立

ごめ く ト ル ソ ーⅥ

人 の 肖 像

在 す る 私

ト ル リ ア の 壷

文
一
⊥
肌
用
・

獣
獅

霊
笑
鳩

大

子

香

瓶
炉
炉

花
香

難 玲 龍

鳳 掬 薫 炉

北 辺 夜 猫 子

布目象萩菱つなぎ文南錬水指

鵬
蓋
蝶
黄
銅

花
銅
香
ち

錯
青
銅
い

玉
あ
黒
花

銀
の
文
鋼

ー13

瓶
壷
炉
ず
壷

作 家 名 作 品 名

帖 佐 美 行 香美と想烏(集いの為の酒器ゼノト)

蓮 田 修吾郎 黄銅浮彫「鐘かなるリュー〈㍉ノク」

鈴 木 冶 平 湿 原 の 詩

富之原 謙 家 族 磁 鉢

土 肥 刀 泉 粕 彩 両 耳 花

山 本 正 午 瑞

増 村 益 城 乾

藤 田 喬 平 館

青 木 滋 芳 黒

秋 山 逸 生 蝶

害
鰭

石 井

浅 見

大 石

高 沢

小 暮

千代倉

中 村

鈴 木

金 子

浅 見

耗 谷

塘
石
舟
子
総
風
舟
閣
鶴
松
龍
舟

松
隻
喜
隆
高
音
桜
象
方
聴
錦
扇

山
鳥
子

題
朴
∴
荏
待
桃

天
斎
古
万
硯
良
故

争

口
一
・
六
〇
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白樺派と近代美術

会 期 平成元年9月9白山)-10月15日(日)

32日間

展示点数197点

入場者数 8,075人

明治末から大正期にかけて、武者小路実篤、志賀直哉らは雑誌「白

樺」を発行し、当時の文芸界に新風を送り込んだ。特に同誌は文芸

雑誌であるとともに美術雑誌でもあり、同誌を通じて西洋美術の紹

介が盛んに行おれ、近代日本美術の発展に大きな影響を与えた。ま

た、美術展覧会を開催するなど、美術普及における白樺派の幅広い

活動とその功績は、特筆すべきものがあった。

白樺派は、また、本県との関おりも深く、大正期に武者小路実篤

や志賀直哉、柳宗悦、バーナード・ i)-チなどが我孫子に居住し、

多くの文人との交流がこの地を舞台に展開されるなど、白樺派の降

臨時代を築いている。

本展では、白樺派同人及び関連作家の作品や「白樺」が紹介した

セザンヌ、ロダンをはじめ印象派、後期印象派、さらには20世紀美

術に至る海外の巨匠の作品を併せて展覧した。

作 家 名

ミ

コ

ク

セ

レ

ロ

ル

ン

一

ザ

一
一
べ

ヌ

出 品

作 品 名

垣根に治って革を食む羊

ナ ポリ 近郊の思い出

眠
雪
単
二

の 中

上

百日

麦 ね∴ち

風

る 人

力
昼
栗

の

の

の

少の子帽

鹿

食

美

女

景

ゴ ッ ホ じゃがいもの皮をむく女
II 収 穫

II は ね 僑

II 石垣のあ る 田 園風景
II ア ル ル

ゴー ギ ャ ン 乾
工
事

フカの

ル ノ ア ー ル マ ル チ ッ ク

II ガ ブ リ エ ル
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〃

〃
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河

徳信脇山

高 村 智恵子

有 島 生 馬

斎 藤 与 里

肌

ド ロ メ ダ 梅原良三郎(龍三郎)

モンスリ ー公園の眺め
マ ド

巴
或

ロゴ里

“
力
.る

ダ ム

キツ
さ

の

き

ナ

首
影

ダ ン

打ちひしがれたカリアテイッド
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浅
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山
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本

田

中
僑
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椿

岸 田 劉 生

貴
彬
雁

正

孤

島
宮
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中
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式

守

教

〃
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一
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肋

高 村 光太郎
肌
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的
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肌

肌

肌
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作

パリ のア

裸
梅
花
読
花
静
渡
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堀 兄

千
郎

婦
家
籠
書
像
物
像
物
婦
視
景
村
像
像
像
物

斎 日

自 画 像

武 者 小 路 実 篤 像

椿 君 贈 る 自 画像
自 画 像

道路と土手と塀(切通之写生)

赤 土 と 草

壷の上に林檎が載って在る

麗 子 五 歳 之 像

路 傍 初 夏

画 家 の 妻

画

麗

天

家
子
地

十
洋
茂之 自 像

装 之 像

の 乱 気〇・・…

作 左

静

男

立

老

煙

女

て
母

山
物
胴
女
像
妬
胴

る
寿
嫉

女
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丈 髪

裸

大

千
八

婦

吉倉

座 像

郎 の 首

日 掛 彫 絵 湯 呑

楽 焼 大 皿 兎

赤 絵 丸 文 鉢

染付皿(彫絵)樹下婦人

衝 立・鉄 金 具 付

ガ レ ナ 粕 家 型 置 物

作 家 名

バーナード・ i)-チ

山

肌

肋

害意本宮

肌

武者小路 実篤

肌

肌

児 島 喜久雄
肌

哉直賀
料

志
賀

作 家 名

有 島 武 郎

有 島 壬生馬

梅 原 龍三郎
肌

肌

肋

山

肌

品

宗
像
賀

作

画自
手

名
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樹 小 さ な 樫

楽焼草花模様差付壷
青 磁 水 滴

白 磁 陽刻 葉模様鉢
土焼鉄描すすき模様鉢
磁器染付おしどり模様食籠

ね ぎ 坊 主

天
白
婦

人 像

画 像

人 像
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入
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素
無

易
画

人
道

居

玄
大
自
白

資 料 名

志賀直哉宛書簡(大正3. 1.25)

『白樺』明治43・ 5

書「石破水」 1957年

書「新書逢歌会…」 1949年

書「土縦軸)i「詩」

志賀直哉宛絵葉書(明治42. 9.28消印)

武者小路実篤宛書簡(昭和11. 5.27〉

「浅井忠」原稿

志賀直哉宛書簡(昭和27. 7.22)

「成四像」ブロンズ

「牛」ブロンズ

書「天女散華」 1977年



作家名 資 料 名

木下 利玄 志賀直哉宛書簡(明治38.4.1)

′′ 武者小路実篤宛葉書(大正7.12. 3)

郡 虎彦 志賀直哉宛葉書(明治43.4.26)

千家 元麿 武者小路実篤宛葉書(大正7)

児島喜久雄 志賀直哉宛葉書(大正7. 1.22)

里見 厚 志賀直哉宛書簡(明治44. 4.15)

II 『白樺』明冶43. 11月ロダン号

′′ 書「芸」

II 『本音』志賀直哉装順(14. 6中山書店刊)

志賀 直哉 武者小路実篤宛書簡(大正7.12.2)

′I 「堀端の住ひ」原稿

II 梅原龍三郎宛書簡(昭和3. 2.15)

II 『枇杷の花』越谷 梅原龍三郎(昭和44. 3)

′′ 「序」原稿

高村光太郎 長田秀雄宛葉書(明冶43. 8.10消印)

II 小滝佐助宛書簡(大正15)

II 長田秀雄宛書簡(明治43.10.10)

長与 善郎 志賀直哉宛(明治44.4.19)

II 書「おなじ海に生きるなら」
II 武者小路実篤宛葉書(大正7.12. 7)

作家名 資 料 名

武者小路実篤「お目出たき人」原稿
II 志賀直哉宛書簡(大正1.12. 9)

II 志賀直哉宛書簡(大正9)

II 「モリエールの孤客について」原稿
II 『彼れの青春時代』装帳劉生(大正12. 2厳文閣)

II 画帖「群妙集」

柳 宗悦 志賀直哉書簡(明治44.8.10)

II 武者小路実篤宛葉書(昭和25.10.29)

山脇 信徳 志賀直哉宛葉書(明治44.11.17消印)

岸田 劉生

胸

肌

肌

山

肌

II

山

肌

『印華』明冶44. 9

「白樺十周年記念集」表紙絵(大正8)

武者小路実篤宛書簡(大正8. 9. 8」

「茶碗」

「童女棒寿」 1923年淡彩

「表紙絵下絵」水彩

『劉生画集:芸術観』(大正9.12衆英閣)

志賀直哉宛葉書(大正6.12.19)

「手」ブロンズ

「麗子立像」丹絵



ドイツ・ロマン派19世紀絵画展

臆フi)」ドリヒからペックリンまで臆

会 期 平成元年11月18日(士)一12月24口(H)

32日間

展示点数115点

入場者数 9,101人

18世紀末、古典主義に対する一つの反動としてロマン主義が起こ

り、 19世紀前半にかたって欧州属国に広が.った。

ロマン主義は、ドイツにおいては風景画を中心として、敬虔で内

省的な独自のスタイルを築きあげた。

この展覧会では1913年に開設されたドイツの代表的美術館のひと

つデュッセルドルフ美術館の所蔵品を中心に、ドイツの黄金時代と

いおれる19世紀絵画、特にドイツ・ロマン派を代表するフリードリ

ヒ、ルンゲ、ペックリンをはじめ、ナザレ派など53作家の作品によ

り、その足跡をたどった。

出 品 目 録

作 家 名

ベ ン 丁 マ ン

カーロルスフェルト

コルネリ ウス

ミ ュ ケ

デ ー ガ ー

シ ャ音

--
ド ゥ

II

ゾ ー
ン

「7ァルトミュラー

レ
一 丁 )レ

フリ ードリ ヒ

II

肌

ダ ー ル

カ
ー ル ス

II

エ ー
メ

I) ヒ タ
ー

シュウィ ント

プレ ッ ヒェン

シュピソツヴ工-グ

コ ー ベ ル

ク ヴ ァ リ オ

レ ッ シ ン グ

肋 山

肌SS肌

シ /レ マ 一

帖

作 品 名

二人の少女

エジプトへの逃避

5人の賢い乙女たちと5人の愚かな乙女たち

シナイ山へ移送される聖カタi)」ナの亡骸

聖母マリアと幼児キリスト

カール・イマーマンの肖像

画家の子供たち

クリスチャン・ケーラーの肖像

リナルドとアルミグ

ルードル7・ヴェンツェル・マーコ7スキー

カール大帝のパヴィア入城

イルミンの聖柱の崩壊

山中の十字架

バルト海の眺め

リーセンゲビルゲの風景

教会のある冬の景色

月明かりのローメンの谷あい

ドレスデンに近いエルベ川の舟遊び

高山の谷間

アルプスの夕焼け

春の夕べ

ハイルブロンのケートヒエン

水浴びをする娘たちのいるテル二の公園

アルプスの牧草地

テーゲルン湖畔の馬上の狩人

シュタルンベルク湖畔

ポーエンシュヴァンガウの眺め

二人の狩人

アルンシュタイン修道院

包囲攻撃

ロマンチックな風景(アルテナールの城)

チヴィテラの風景

作 家 名

シ ョ レ イ ン

ア ッヘンバハ

ケ ッ ト ゲ ン

ケルスティング

プ ラ イ ヤ

シュウィンゲン

ハーゼンクレーヴァー

ラ ン ンスキー

ラ ン プ ー

ンュ レ一夕ー

メ ン ツ 工/レ

ベ ッ カ
ー

ロ )レ マ ン

デ ュ ッ カ
ー

フォイエルバハ
ペ ッ ク リ ン

肋

0.アッヘンバハ

肌

山

肌

II

A.アッへンバハ
ノ\ 鵜 ゼ ン

ク レ ー「ブァ 一

肌
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中毒,し年日月1引= 12)圧弓‖=

丁虹皇立英的贈

作 品 名

チヴイテラの眺め

糸杉

ティヴォリ近辺

水門

風景画習作

植物習作

雷雨の風景

ノルウ工」の山岳風景

自画像

窓際の子供たち

ワイングラス、果物、ビスケットのある静物画

窓辺の婦人

感傷的な娘

コプレンツ旧市庁舎の出窓

ケルンの街角

ライン河畔の居酒屋

パリの平日(パリの通り)

山腹

鍛冶場のある峡谷

リューゲン島のバルト海の岸辺

海辺にて

イタリア・ボンティ沼の風景

眠るダイアナとひそかにうかがう二人の牧神

二羽の鷹が旋回する城の廃虚

糸杉

カンパ一二ア地方のイタリアの風景

ボンの眺め

カプリ島

ヴィラ・ボルゲーゼ公園

デュッセルドルフの旧アカデミー

デュッセルドルフ美術アカデミーのアトリエの光景

田舎教師ヨブス



作 家 名

シュヴィンゲン

ヒ ューブナー

ヴ ォ チ ェ

ペ ッ クリ ン

コ ッ ホ

肌

エ ア ハ ルト

ド レ ー バ ー

フI) -ドリ ヒ

リ ヒ タ
ー

カ
ー ル ス

シ ョ イ レ ン

プレ ッ ヒ工ン

ア ッヘンバハ

シ ョ イ レ ン

肌

肌

レ ッ シ ン グ

ヒ ューブナー

作 品 名

差し押さえ

シレジアの職工

狩猟権

裁縫学校

花を散らすフローラ女神

聖なる三賞王の一行とセルベンターラ風景

聖なる三賞王の一行とセルベンターラ風景

アリチア近くの風景

ボンテ・サラリオ

井戸端に農夫のいる英雄的風景

山を背にした農家

城の廃虚と教会のあるタラントの風景

ボヘミア風景

滝のある風景

プレンビヒル近のイン川の谷間

アルテンベルクの聖堂

ゴシック風教会の廃虚

雪の森

岩壁を背にした盗賊騎士の城

冬のラインシュタイン城

要塞塔へ渡る

聖地巡礼者のいる山の風景

モーセつレケルンの粗末を小屋

ア ル ト ゼーベンシュタインの農家の部屋
シ ョ イ レ ン 冬の庵の隠者

ラ ウ ホ イタリアの別荘のテラスにて
工 」

メ 冬の聖堂

ベンデマン「二人の少女」
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作 家 名

シ ン ケ )レ

フ 工 ン ブ イ

シュピッヴェーク

リ ヒ タ

コ ー ベ )レ

ク ラ イ ン

)レ ン ゲ’

オーヴァーべク

フ ォ
ー ル

シ ャ ード ゥ

ト

一一
一二・

メ ン ツ 工 ル

オリ ヴ ィ
エ

カーロルスフェルト

オリ ヴ ィ
エ

レ ッ シ ン グ

肌

レ
一 丁 )レ

/レ ン ゲ

肌

肌

田

山

ゾ ー ン

作 品 名

ゴシック様式の城

聖母マリアの画像の前で祈る婦人や子供たち

少年と少女

夕べの羊飼いの歌

湖を背景にした馬上の人と農婦

山道での休息

弟カール・ヘルマン・ルンゲの肖像

「聖ルカ兄弟団」のマントを着た画家ヴィンターゲルスト

ある学生の肖像

エリーゼ・フレンケルの肖像

少女の頭

老人の頭の習作

シャルマイを手に座る少年

裸婦画

立っている少年

十字軍騎士の歩哨

皇帝フリードi圧1世パルバロ/サの十字軍遠征

における119畔のイコ二才ム攻略

アルプスを越えるかレクゴの将軍ハンニバル

油彩画「朝」の上方部分のための下絵

フィーi)プ・オットー・ルンゲ一日
の時間帯(一日の四つの時) 朝

岡、 昼

同、 夕

同、 夜

ローレライ

フリードリヒ「山中の十字架」



企 画 展

スト

房総の美術家シリーズー19一

山 本 不 二 夫 展

会 期 平成元年7月1自任)-30日(日)

26日間

展示点数 63点

入場者数10.969人

山本不二夫(明治39-昭和59)は、千葉県佐原市に生まれ、

旧制佐原中学校、東京商科大学(現、一橋大学)を卒業の後、

内務省に奉職するが、佐原中学校で同級生であった水彩画家中

掘進に刺激され画家を志し、昭和9年(1934年)、二科展、日本

水彩画会展に初出品し入選した。特に、二科展では藤田嗣治に

師事し、作品を発表しつづけ、昭和40年(1965年)の第50画展

では内閣総理大臣賞を受賞し、また、日本水画会展も没まで出

品し、水彩画を描きつづけた。

本県にあっては、昭和24年(1949年)の県展創設以来、県美

術会の運営に参画し常任理事などを歴任、千葉県教育功労者と

なっている。

この展覧会では、風景画・人物画などで温厚で誠実な作風で

知られている山本不二夫の作品を一堂に展覧した。

作 品 名

油
花

切
断
岩
鳥
北
腰

るえわ
ー
の
○
○を

と
安
ー
刀

れ
風
繰る

の

語
曇

ナ

女
株
想
芽
は

景
婦

朝 粧

裏 磐 梯

ハイ テつレベルグ風景

立 て る 女

巌 の 華

夕 べ の 女 達

あ し た の 女 達

あ じ さ い の 咲 く 頃

花 を さ∴∴さ げ ろ

白 樺

山 の 湖 で

あ る つ ど

る
れ

・
÷

い

戯
ざ

消雪
と

赫

残
鳥
め

集

い

道
頃

る

め

い

出 品 目

制作年

頃
頃

頃

頃

頃
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6
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6

6

6
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6
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7
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8

9

9

9

9

9

9

9
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

録

静
砂
花
ユ
春
水
水
兵
監
総
静
佐
高
美
外
村
佐
い

全期妓 碕’上ら畑野おらリ∴∴∴甲

山本番二乗煽

平成元年了月1日はト30佃席認諾駕

を

ン

る
床
す
ウ
れ

ざ
ラ
ず

な

と

の

か

フ

辺

鶴 漁 港

航

佐
堀

領

原

楼
き

息 子

か

河

風
聴
原

景

蝉

港

線

の 美 人

原 の 跳 橋

た ず ら 小 僧

元 気 な エ ン デ さ ん

し ゅ んせつ船機関長
静 か な る 湖 畔

佐 原 の 土 手 に て

十 六 鳥 の 娘

茨 城 風 景

初 夏 水 郷
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制作年
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4
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7
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8

8

8

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

線
番

て

緑
秋
色

ク

皿

品 名

小
得

の

山

野

に

新

秋

日 録

作

新 緑 の

山 麓

入 笠

安 曇

山 湖

ツブチッ
/

パ
リ

参考資料

ス ケ 音

絵

制作年
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景
花
梯
春
奉
る

る
秋
畔

鳳

浅
早
曇
曇

の

湖

の

磐

兄

の

濃

越
沢
馬
竜

只
秋

信
野
裏
上
湯
百
五
奥
晩

出
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-21世紀への飛躍一

第4団塊代日本具象彫刻展

会 期 平成2年2月2日㈱-2月25日(円)

22日間

展示点数 59点

入場者数17,697大

塊代日本具象彫刻展は千葉市の「青葉の森公園」に優れた具

象彫刻作品を設置するため、昭和59年度から昭和63年にかけて、

千葉県・千葉県教育委員会の主催により、 3回開催してきた。

第4画展はこれまでの実績を」、まえ県立美術館が主催となっ

て具象彫刻作家に発表の場を提供し、ねが国の彫刻界の発展に

寄与するとともに、多くの方々に、優れた彫刻作品の美を心ゆ

くまで鑑賞していたたく機会とした。

審査貝

小川正隆 ※嘉門安雄 弦田平八郎 富山秀男 中村侍三郎

本間正義 三木多聞(50音順) ※は審査会長

作 家 名

出 品

作 品 名

大 賞

南 部 治 夫(埼 玉)吋の流れに……(相)

優秀賞

辻 志 郎(富 山) S p a e e t im e

零 駒 無 蔵(香 川)過ぎし 日のアパート

入 選(五十音順)

朝 倉 二

阿 部 呂

天∴野 恵

石 塚 明

石 橋

美
義
子
夫
亘

イソダヒデノリ

市 村 緑

井 上 智

岩 坂

海老根

大 域

大 塚

大 村

岡

岡

本

本

奈

干

美
章
則
冨
錬
参

郎
宏
登
子
二

子
彦

二

峯

千
束
東
束
十
大
埼
束
子
茨
束
栗
東
茨
埼

奥 田 秀 樹(広

押 元 信 幸(束

加 藤 可奈衛(千

後 藤 敏 伸(富

小 林 芳 雄(埼

酒 井 良(千

葉
京
京
京
葉
阪
玉
京
葉
城
京
京
京
城

風
像

に限

坐

無

ト ル ソ

時 重 縁

ba吊edv‘1891211n ELEG州T WOMAN

笹 舟

感 情

凹みの形態の少女の胸像

N獲Y Ⅵ′AY (私の未来は私か決める)

鳳 影 II

大

通 り す ぎ た 思 い

雨 の ち 晴

玉)凪景の中で…‥烏と少年

島) M の 日 曜 日

京)風 手

業) KIS SING FISH

山)掬(SHOW) -MOMENT

玉)騎 蛇

葉)山 を 見 る II【

目 録

作 家 名

佐 藤 晃

佐 藤 健次郎

サンゲコーサク

椎 名 良

杉 山

鈴
清
関
南
竹
田

宏

正

仁
幸
悟
司

21

那樫緑への孫で懲

199鮎2成=金へ2戒5冊

子簸県立美術館’名言り,

京
玉

川
葉
京
王
京
葉

束
埼
香
千
束
埼
束
子

前
鳥
ス

作 品 名

へ 向 か う

に

ピ

な 「) た い

シ ソ ル
ト

捌

ZOOMORPH工SM “空’’

N 嬢

渚 (な ぎ さ)

V E N T O S E T A

肥 大(神奈川)的 か な 日

村 方 樹(茨 城)詩 人

中 江 里(東 京)ト ン ネ ル

田 中 充 樹(香 川)ウサギの耳はよくまねる

玉 野 勢 三(京 都)ワ ン ピースの少女
辻

外 岡 秀

中 嶋 登茂

長 嶋 栄

野
原

巻
藤

中
楢

西
二

野 口

長谷川

服 部

浜 野

番 浦

藤 巻

北
一
視
信
修
八
苦
有
秀

忍
樹
美
次
滋
悠
彦
朗
夫
三
美
甫
爾
正

(神奈月i)こ か げ

(大 阪)追 憶

(愛 知)帽子と靴とかくれんぼ

(千 葉)可 愛 い お 客 様

(神奈川)渡 来 す る 日 々

(アメリが 虚 空

(神奈川)夏 の 日 に

(埼 玉)家

(埼 玉)時

(群 馬)太

(岐 阜)人

(千 葉)愛

(京 都)

(新 潟)森

間

鳥

の

陽

す

の族
遊

光

鳳

る 緑

詩



作 家 名

玉

川
潟

川

奈

奈

埼
神
新
神

侶
治

司
騰

貴
雄
祥

田
本
上
木

本
松
三
三

作 品 名

ある晴れた日に-あしたの予感

太 古 の 風 景

方

マ

彼

ス

(か な た)

大賞 南部治夫「時の流れに〇・・(相)」

優秀賞 辻 志郎「Space time」

作 家 名

清

浩

直

日

本
貰
村

溝
宮
矢
山

作 品 名

久(和歌山)限りある生へのレクイエム

司(東 京)流 れ ゆ く ガ イ ア

仲
敬

(東 京)風 化

(神奈川)未 来 を み つ め て

優秀賞 零駒無蔵「過ぎし日のアパート」

-
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第13回 千葉県移動美術館

会 場 ①三僑記念館(鎌ヶ谷市)

②酒々井町中央公民館

会 期 ①平成元年11月22日㈹へ12月4日(月)

② I′ 12月7日(杓へ12月19目(火)

展示点数 ① 42点 ② 46点

入場者数 ①946人 ②899入

館収蔵作曲を中心に県展受賞作品の一部を加えて移動展覧を

行い、美術品が身近に鑑賞できる機会を提供した。

出

作 家 名 作 品 名

●館収蔵作品(※は酒々井町会場のみ出品)

日本画

嵩
高

後

洋

浅

※

風
郁
純

取
畑

藤

画
井

豊

子

男

叶
い

葛 西 風 景

メ ステ ィ ーソの女達
山 門 雨 後

フォンテンブローの夕景

京都高等工芸学校の庭
松 岡 寿 森 と 小 川

大 下 藤次郎 青

都 鳥 実 害 八

三 宅 克 己 小

石 井 柏 亭 舞

長谷川 良 雄 晩

安 井 曽太郎 熱

梅 原 龍三郎 皇

水 野 以 文 革

古 賀 春 江 風

中 西 利 雄 南

中 掘 進 口

荒 谷 直之介 那

達
武
司

義
保
正

刻
原
越

彫
柳
舟
関

真

夫

秀

信

書
取

囲

工

香

津

梅

瀬 の 秋

諸 城 址

姫

秋

海 附 近

居

花
景
景
朝
子

風
ン
踊

仏
ド
の

ン

覇

鳩
像

YD

の

Aし

中

人

N

の

OR

風
婦

I

凰

鳩
鳳
変
閑

香

様文

貌
鱗

七

上

炉
瓶
色
下

花

千葉県移動美術館

目 録

作 家 名

謙
東
平

刀

喬

原

肥

田

之富
士

藤

隆
扇
聴

画
陽

石

谷
手

口

音
大
種
金

版
浜

星 嚢

肌

※ II

子
舟
松

君

河

明

山之
思

耕

待
故
視

西

パ

1

虚
渦
戦
星
王
野

i状

の

の

9

空

慄

1

れ

と

乱

0

こ

レ
晴
情
調

森

木

の

瓜
根
匹
る
雲
の
ガ
樹
の

●第41回県展出品

上 田 廣 生 (淡 墨 桜)

(日本画"県展貨)

中 島 敏 明 ジ プ シ

(洋 画"県展賞)

柴 田 良 貴 腕 を あ げ た 女

(彫 刻・県展賞)

湯野川 恵 線 刻 ノ 器
(工 芸・県展貨)

川 口 渓 仙 安 廃 却 為 郷

(書・県展賞)

座 間 騰 富 唐 詩

(書・文部大臣奨励賞)



酒々井町

(酒々井町中央公民館)

鎌ヶ谷市

(三橋記念館)



普 及 事 業

「美術講演会」は特別展に併せ年3回、 「美術を語る会」は

実技関係を中心に10回開催しな

実技苗座は、経験者を対象とした美術館晶座8相12講座、延

114口、初心者を対象とした友の会講座9種12講座、廷63日開催

した。

図書は、年間190刷収集し、現有3,384冊を収蔵し、情報資料

室に於いて県民の利用に供している。

博物館実習は13大学24名を受け入れた。

刊行物は妓覧会に併せた図録、チラシ、ポスター、目録、更

に館報4回、房総の美術史12回、年報、専業案内、収蔵品目録

などを刊行した。

「学校巡回展へ19世紀バルビゾン派から後期印象派まで」と

して、館蔵作品の複製を含め、複製画10点をもって県立高校4

校を巡回展小した。

そのほか、県芸術祭、団体膜への協力を行ったつ

-
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教育・普及

美術講演会

(1)近代日本美術における束と西
講 師 東京大学教授 高階 秀爾氏

期 日・辛成元年5月27日仕)

参加者120大

日本の近代はあらゆる面で西洋のインハクトのもとに

展開してきた。しかし美術の分野ではし」本は長い伝統を

持っている。それが近代になって西洋の新しい見方・技

術が入る。どう入ったがを油絵に限って話したい。その

場令、「近代」というと明治末年からということになるが、

絵画では西洋とのつき合いは明冶以前からあるので、明

冶末年までの時代を四つの段酷に分けて考えている。

第二嘉蒜三品諒ノごくi定言㌶嘉詰れ∴雷
ているものとしてとり入れようとしている。長崎を適して限定されたオランダとの交流で新しい絵画の描き方を

知る、,解体新書に係る人達、特に図版に関係して小田里子直武、司罵江漢の活動。その後の北斉・広車の絵にも西

洋技法が入っており、し丁本の近代を準備した時期としてよいだろう。

幕末から明冶初期は西洋との交流はできたものの、洋画家にとっては先生も教材・手本もない時期。初期洋画

の時代を第2期としている。

明冶9年国立の工部美術学校を開校し、イタリアからフォンタネージを呼び、本格的油絵教育を始めた。この

中で育ったのか支井忠などであるが、 7年で閉鎖、明冶20年から芸大の前身、東京美術学校か創立する。当初は

油絵科がなく日本画中心であり、一時期、西洋との直接の接触がなくなった。しかし、明冶29年に洋画科がつく

られる。この20年間、本格的に取り組み始めた時代を第3期と呼ぶ。

その後を第4期とするが、美術の中心はフランスと考えられるようになり、日本人両家も多数留学し、バリか

ら直接指導されて、影響を受けるようになった。

各時代毎に接触する相手が異る。 1期がオランダ、 2期は英学中心でイギi)ス。 3期でイタリア、 4期はフラ

ンスとなる。

これら4期に実際にどういう形で西洋の絵をとり入れていったがをスライドを適して見ていきたい。

優れた画家は西洋を入れながら、日本の感受性を生かしている。日本の近代は単なる西洋化ではなく、西洋化

と日本の歴史のぶつかり合いであり融合であったと考えられる等、作品解説をまじえながら話された。

(2)岸田劉生をめぐるいくつかの謎
講 師 美術評論家 瀬木 慎一氏

期 日 平成元年9月30日(上)

参加者115人

白樺派の画家をきめるのはむずかしい。だが10周年記念展を催

す頃には、岸田劉生は白樺派文学者が挙って推す最大の画家にな

っている。先輩の大家も多くいたが文展・二科会へと分れていき、

彼を派の代表とさせている。その後彼の芸術観も変おり、ロダン

をめぐっての同人達との意見が興り、さびしい批判を向けている。

更に浮世絵・宋元の美術・ルネッサンス期西洋美術に関心を示し、

30オ代で老熟の域に入る。劉生個展が催される頃は画家としての

立場を確立し、新領域へ踏み出してゆ〈 。これが白樺派の文学者

ー
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を引き付けていくことになる。彼こそ白樺派を主導した代表する存在であちう。

この画家についての研究も進み、殊にこ、20年間に多くの資料が出て来ている。かつて思った劉生観とは違っ

たものを感じてきている。彼を一問の人間と見るとかなり複雑な人間で、彼をどうとらえるかにより見方が変れ

る,私としては彼の作品からさぐり出そうと考える。

l鉢)l隼生まれ、ピカソよr)10才若く、明冶の先党者片田吟香の4男。第4回文展入選後両膝が始まろう 生家の

没落後掠居を重ねる中で、多くの名作を残していろう「切通し」の作品は代々木山谷時代のもので、ドライな強い

大地の描出よ彼のその後の独特の画瓜となっていく.

鳥災のため京都に住むが、伝統色の強い気鳳の中で東洋への回帰が始まる言字世絵・宋元美伸二も閃心が強ま

るが、鍍金に戻って再び油絵に没頭する、,しかし絵もよく売れないまま不遇のうちに38才で生温をとしることに

なる(ノ

:う8年の短い牛津であったか、若くして頭角をあられし人家の一則二入れられている。本人は不満を感じながら

屈旧した道を星人でいくか、一本のシンのようなものを秘めながら絵を描いていく、、これは一体何だろう(,スラ

イドから見たい,

劉生は大地を描いた、大地への強い執着か特徴であちう、、判、lとしては海を描くものが多かっか中では彼は孤

立している(,この大地との一体化を夏えようとしない頑固さの巾こ彼の1回生が明らかに出ている等、スライドを

通しての高かあった。

(3)北方ロマン主義の絵画

講 師 版本 満氏(美術評論家)

期 日 半成元年12月9口

参加者 96人

ロマン主義絵し帥ま19上崎己初めまでヨ一一ロソバ美術界を穫つてい

た古典主義に対抗して現れれた両派である、,ルネサンス以後少数

ブルジョワの芸術であったものが、市民-’!iし令後現かれた中産市民

附減へと移っていったが、彼等は社会の主流を古るものの芸術を

享受できる生活になっていない。文化を味おえないから新しいも

のは知らす、逆に保守的であり前時代の文化を尊ぶ。古典主義が 登

もてはやされた時代であった。この中であらゆる点で古典主義と

性格を則こするロマン主義か1825年頃登場する。

古典主義とロマン主義では、静的な構Ix=こ対して動的な、線状的な形式を整えるのに対して輪郭を見せない色

彩表現、古代ギリシア、ローマに取材するのに、後者は中・近世の詩人の作品から発想を得ている。

ところで古典主義に比してロマン主義は中近東・北アフリカに題材を求めている。そこにはヨーロッパの」封こ

なっている中世を知るには中近東を知らなければならないという学問的な誤解がもたらした傾向らしい。また肉

的なものを重視している。非現実に対するあこがれが強烈に起ったものであり情熱が重要なテーマであった。

フランスロマンに対してドイツロマンでは自然の中に神を認める。当時のヨーロッパでは考えられない。自然

は人の生きる手段で人より下等なもの、神と同等には出来ないとしている。たがフリードリヒ等の作品には自然

を神聖なもの、伸の存在する場と考える汎神論的信仰心が表現されている。

鳳景画が出てくるのは16世紀からだが17世紀に独立した絵画となる。これが古典主義に由来する合成風景と、

オランダに見られる自然風景がある。当時一般には歴史画に価値があり風景・静物は安く見られたが、この自然

風景派が18世紀にイギリスに移っている。そして19世紀に入ると近代画の重要な位置を占めてくる。特に印象派・

後期印象派は風景によって成り立っている。フランスでは風景画で重要な人物は出てこない。北方=ドイツ・オ

ランダ・イギリスの方が風景画では重要な働きをしている。

では、スライドによって、その風景の中に汎神論的な宗教というものが、どんな形で表現されているか、フリ

ードリヒ等の絵画によって見ることにする。 (以後スライド解説)
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美術を語る会
第1回 平成元年5月20口仕)

請題提供者 原田 実氏(美術,「、諦有家)

テ ー マ 青木繁の海の幸をめぐって

参 加 者 22人

「海の幸」は近代洋画史上重要作品と許せられるも

のである。この作品が出された時は彼が美校卒業期、

親友や恋人と共に活動していた時代、いわば彼を含め

た明浴の浪漫主義を背負っている作品だからである。

浪漫主義が起るいきさつについては、日本と西軟で

は発生過桂の違いがある。すなわち1t)「‡埼己に起る新古

典主義に反発して生まれたものでなく、明流の富国強

兵策によって成立した市民社会、この自己表現として

彫づくられたものが明冶浪漫主義と言えよう。

文学における北村透谷の場合、初期の民栴運動の挫

折から、屈折臆臆斗う殺ということになるが、明冶体制

の替備につれて個人内部への制約が進行してくるとい

う流れを、彼はいち早く感じとっていたものだろう。

その後発行された「‾明星」は文学ばかりでなく美術

界からも参加し、煉畠武二は「明星」の表紙をかき、

また、白罵会第八回展に「大半のおもかげ」を出品し

ている、,当時フランスから黒冊青輝によってもたらさ

れた外光派が白罵会にみなぎっていたが、武二はこの

年から独特の世界をつくる。その最初の作品であった

わけで、浪漫主義を色濃く宿している。この作品が古

木繁に大きく彰響している。明流に浪漫主義運動かあ

ったかどうかは疑問であるが膝島武二及びその部類に

入る人には明らかに浪漫主義を感じさせるものがある。

この動きはこれに止まらず自然主義と重り合ってい

く。日本の後進性が外国から入る主義を吸収し尽さぬ

うちに次の衣を受け入れるという明冶時代、この激し

い動きの中で古木繁は浪漫主義に骨がらみ取り組んで

いた、その時の作品が「海の辛」であった。しかし、

骨がらみのため、力尽きることになる。その後作られ

た「ねだつみのいろこの宮」から彼の没落が始まる。

「海の幸」の躍動とは対極の沈静な作品は、すでに当

時の人の認めぬところ。結果は最下位、不遇のうちに

28才で没する。

日本のすく’\れた作家は早死が多い。恵まれぬ生活、

創作活動で多い破滅型等、日本の近代の成立・構造に

かかれるものと思う。青木繁等当時の作家の活動を調

べれば、この関係もより鮮明になるのではなかろうか。

(以後スライド解説)

第2回 平成元年6月24日仕)

話題提供者 関 主税氏(日本画家)

テ ー マ 「すぼらしい作品を描くために」

参 加 者 39人

頭に浮ぶことを話すので、つながらないこともあち

うが、総てはこの世界につながっていくものと思う、つ

長年日本画をやっているがかからない。専門家がわか

らないのだから皆さんは気軽にやられるのかよいだろ

つ。

死を忘れた現代。死という終りの時をしっかりと見

つめ、自分か如何様に死ねるがを考えないのでは、よ

い芸術は生まれない。戦時中、死に面していた時に自

然の新鮮で美しいものであることを見、そんな時に芸

術を知る。にげないで死を見つめるとき自然の美しき

を見る。そういう中で私の仕事を仕上げていきたいと

思っている。かつて長野の」l両で総七立つ自然の美し

きを体験した。その中に何か深いいこいのなぐさめを

感じた。

しl本圃に限って言えば、現代画家は古典の田崎がな

い。 一人が優れたものを出すとすぐ、同じものか多くな

る。皆自分なりの特性はもっている。自分の心で描く

ことが大切。そのときに古典の力が関与する。古典に

は一つのものを表現するのに最もよい表現方法を持っ

ている。この勉強の上に立って無心に描いたとき、そ

こに心打つものが出てくる。玄人が専門家のまねをし

てはならない。自然が先生である。個性喪失の措薯を

受けてもよい絵はできない。私の刷も自然から教えを

受けることをさとされた。

人にはどこか必ずすぐれたところがある筈、それを

引き出してくれる人がよい指導者。引き出してもらう

為には描いたものを見せねばならない。その時に前述

の古典の学び方が・必要になる。多くの表現方法を見て、

自分に合うものをとり入れること。自然に接すること

の多かった原始の絵がはるかに泰時しい。

皆さんがそれぞれに持つ個性、表現したいものをや

ってみる……ことを奨めたい。

第3回 平成元年7月15日用

話題提供者 天野 三郎氏(洋画家)

テ
ー マ 「山本不二夫の芸術」

一酒と人と芸術一

参 加 者 67大

画家らしからぬ鳳税、学者肌で職業画家とは違って

おり、酒を好み自由美術の両家達と語りあかすという

人物で、私もその一端に加おっていた当時を想い出す。

先生は二科の大衆路線と関係あり、 「うまい丈では

絵ではない」と、審査ではまずい絵にも手を伸ばす。

また「奇妙なものでなければ作品とは言えない」とし

て、素人の描く自然な奇妙さを愛されている。派手を

二科の中にあっては地味なほうであった。

作品を見ると、油絵初期の作品は強烈。スカイブル

ー・バーミリオンを使った明るい絵。その後黒が多く
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なり、晩年は黒と灰色であった。この臓鵬たる絵の中

にエロチシズムあり、抑副生あり文′判、牛が秘められてい

たのたつ しかし黒がかっていく中に、もう一つ語ろう

とする色が出てこないのではないかと感じる。

初期の水彩に見る「はね僑風景」は、絵が好きでた

まらない画家の対象物を見るやさしい日を忠ずる。絵

は(感動」と思うつ だが油絵に変るのは、戦後競争の

厳しい社会を反映してのことであろう。水彩から変っ

たとこちから油絵の配色の強烈さはない。しかし、水

郷佐原のにおい、それにムードを大切にするのか先生

の作品の出色たちう。

中本不二大の絵には通俗臭の強い中に傑作を求める。

初めから絵の道に入ったのではない、人生を味かいな

から松の道を遊んだのであり、決してうまくはないが、

うまさだけが絵ではないへ

いちいろ受賞されたが1965年総理大出賞を得た「あ

したの女達」は完成された作品であろう。充実したも

のて、人物描写は素朴な表現で絵を盛リト_げていたと

思う,前述の「奇妙なものでなければ……」はドイツ

の曽′羊者の言葉たが、先生の作品には将にそういう感

を深くするものがある。

第4回 平成元年8月26日仕)

訪越提供者 武田 武弘氏(漆芸家)

テ 一一 マ 「漆による私の制作のあト)方」

参 加 者18大

湊というと、蒔絵とか螺銅とか絢欄豪華をものが出

てくるが、私は相象が鳳化され、角がとれた姿の中に、

今まさに消えようとする白然の美しきを感じ、これを

漆芸に求めようとした。漆ぬり仏像で乾漆というもの

があるか、祇粉を水でねり生漆(セシメウルシ)を入

れて卜地の布にぬI)固める方法である。これを用いて

レI)」フ状にして表現しようとした。

ものを表現するのは技術的なものではない()物を作

るのではなく、何に興味をひかれたか、一番大切なテ

ーマは何であるか、主人公は何に苦しんでいるのか、

日でみたスケンチではなく、心のスケソチを重視している。

こうした考え方では、漆芸に螺釦・蒔絵はいらない。

軸泰法(サビ)で表現したときに装飾ではない、美と

いう自分を主張する作品作りに近づくことができる。

今までの作品で苦労したものとして、千古奈の悲恋

を現れす為に「足あと」を、雨月物語の浅茅の宿での

友の心情を表現するのに「帯」を用いたが、物語の凝

集を何で示すかは最も考えるところだ。 「能」など、

狭いスぺ鵜スの中で、単純化した仕舞を演出するのを

見ると、今の時代、自己を見失いつゝある自分を見出

す思いがする。

漆ぬりは刷毛を用いるが、私はスポンジをタンポン

にして回さぬI)つける。浮んだ水分を和紙で吸いとる。

この手法だと前述の石像の感覚が得られる。何を表現

しようとするかという場合、考えられるあらゆるもの

を総て並べてみる。無駄を承知でやる中で、 「何故」

の問いに、大切なものをハッと気付く。

基礎はきちんとやっておくこと、表現は自由だと何

でもやると「くるい」が出てくる。日本画では胡粉と

きから始める。この仕事は手がつかれる。でもとこと

んまでやっているうちに「何んでこれをやるのか」と

いう、自分との対話ができてくる。これが次の仕事に

生かされていくのではないだろうか。

第5回 平成元年9月16日(十〉

詩趣提供者 小池 賢母(当館副館長)

テ
ー マ 「白樺派と近代美術」

参 加 者 37大

日本の近代美術を考えるとき『白樺的なるもの』は大

きな意義がある。最初に美術に登場するのは岡倉天心

であり、日本画家ではあるが現存される高山辰雄氏は

白柑派を体験されている方の〇一人と思う。

現代大衆化されているスポーツは白樺派の人々によ

って日本に紹介されたものだ。それは当時日本が日露

戴争に勝ち、第一次世界大戦で潤ったよい時代であり、

白樺派は学習院出が多かった。彼らは華族や富裕な階

級の子弟で、文学ばかりでなくあらゆる方面に広く自

分達のやりたいことをぶつけていたものである。とは

言え、当時青春を欧歌し活動していた「パンの会」と

は対称的で、宗教的・思想的な面が強く、神は外にあ

るものではなく自分の中に在るとし、価値の基準も外

ではなく内にあると考えた。

彼らの出した文芸雑誌は西洋美術を積極的に紹介し

ている。明冶以来の美術指導者である岡倉天心は西洋

の長所を入れて東洋の復興を図ろうとしたことに対し

白樺派は西洋にあこがれ、それにのめり込んでいきつ

つ、その中から東洋の良さを発見したといってよいだ

ろう。また当初属国として軽視されていた朝鮮に対し

てもまじめに取り組んでいる。

白描は震災のために8片号で終った。それ以後は個

人の活動になる。岸【昭i」生はその代表的な人だと思う。

以後、同人達の作品はぐっと生長していくことがお

かる。

明冶期の天心という個人の活動が、大正期で「白樺」

という集団の活動に変るところに時代の変化、進転の

早さが象徴されていると思う。

第6回 平成元年10月28日仕)

話題提供者 中村 象閣氏(書家)

テ
ー マ 「書のこころ」

参 加 者 27人

ー
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書を始めてから60年。書を通してその幸せを感じて

いる。

終戦後書道は省みられなかったが、現在は盛んにな

っている。松坂屋での「昭和の書」展では絵画と並ん

で煉覧されているが50年前は考えられないことであっ

た。,

書は芸術だろうか。書は文字を素材とするもので、

文学は我々の意志を伝達する方法・道具である。東洋

的な考え方では実用的なものを美化し芸術化する特性

がある。文字という実用品を美化し芸術の域にもって

いく。空海が最瀞こ宛てた手紙、また蘭享の会での工

茂之の序文(曲亭叙)は実用品であるが、立派な芸術

品として現在も手本になっている。

学校教育の中でも書は取り上げられ、現在の書道の

降盛のもとになっているが、小中学校では国語の中の

書写として扱おれ、正しく書くことを目標とし芸術的

要素は含まれない。毛筆を使うのも、硬筆では文字が

小さくなるので大きく書いて筆順を示す方便である。

高校は音楽・絵画と共に筆を用いた創作活動で芸術に

入っていく。書初めやクラブ活動での書は、個性を伸

ばす学習の場と考えたい。

上手でよい宇・上手で悪い字・下手で悪い字・下手

でよい字があるが、下手でもよい字を書きたいもの。

晶のよい字が書けるかどうかは人間性の問題。子規絶

筆のへちまの句の書は人を魅する本物の書といえよう

文部省作成の書道理論編では、文字をもって美しい

もの表現するとあり、読めなくてはいけないとは言っ

ていない。読めなくても書とする考えが現在では出て

きている。

大衆性という点では書は魅力が簿いが、今では生き

がいの手段として習う人が多い。

書は一生書いても際限がない。また書には色のない

こともあきさせないものだろう。

第7回 平成元年11月25自任)

話題提供者 中島 幹夫氏(彫刻家)

テ
ー マ 「彫刻と環境デザイン」

参 加 者18大

学校を出てすぐ学校に残って助手をやっていた頃か

ら石彫を専門にしていたが、外で彫って中に持ち込む

と、光の加減で感じが非常に違ってくる。石彫をこの

まま続けるのならば外の仕事一本にして大きな物も手

かけたいと思った。当時まだ環境デザインという言葉

はなく「造園」と呼ばれていたので、その中の造彬(川

・道をつくる、山の基本的な形、子どもの遊び場づく

り……施設ともいう)を手かけた。

その頃、あるディベロッパーがガーデンタウンの仕

事を依頼して来たので、基本案を作ることになった。

居住者を考えると、多分地方出身の方もいるだろうと

田舎の風景を作ってみようと机上で彬を造ってみるこ

とにした。ぶる里志向などという言葉があるか、我々

のやることはそんなつもりではない、カ)からないまま

に彫刻的発想でとり組んだ。

かつて師事した菅原先生は、よく「)i=二学べ。川の

流れには急流もあれば淀みもある」と言われていた。

ガーデンタウンは風が強い。そこで高低をつくり低い

所にテニスコート、高い所はそこから水を落す。真中

に川の様な道を設けた。広狭を設け、広い所はバレー

コートになる設計で、先生から教えられた川の流れを

実際に生かした例である。

その後、都内、神奈川、大阪と手がけている。中で

も、板橋区のサン・シティは武蔵野林の端の台地であ

り、緑・遺跡が残されている。これ等を生かしながら

設計した。

塑像は心棒に粘土をつけていく。石で刻む場合は元

あるものを生かしながら自分の考えをもとにけずって

いく仕事である。サン・シティの場合は良い自然か残

っている。これをこねすのではなく残すことが創るこ

とだと考えて設計を進めた。 (以後大阪のベルパーク

シティの設計及び彫刻配置等についてスライドで紹介)

第8回 平成元年12月2目性)

話題提供者 大原 秀之氏(絵画修復家)

テ
ー マ 「絵画の修復について」

参 加 者 20大

修復家の仕事はあまり判ってもらえないが、現在展

示されている絵画は、多少とも修復の手が入っている

といえよう。修復は絵画だけではないが、メインは絵

画になる。美術館にある作品を保存・修復を担当する

職業である。

私は1976年デュッセルドルフ美術館の修復室に入っ

た。その後修復センターに移り、修復官として勤務し、

近現代絵画修復を手がけた。平成元年日本に帰り鎌倉

で独立した。今回のドイツロマン展の保存を担当して

いる。

仕事の内容は、い却部会画の医者といえる。直接絵

画をされるだけでなく、絵の置かれている環境にも注

意している。

特に問題になるのは絵の老化現象で、ヒビは出てく

る。キャンバスはゆるむ、釘は鋳る。そこで修復する

絵に相対した時、先ず状態をよく見る。どうしてそう

なったか原因を追求する。視点として、キャンバスに

よって、絵の具によって、地塗りによってどんな薬品

溶剤がいいかをみる。そのためにはキャンバスを横か

ら見る。絵の具がついていないから見やすい。そして

裏、木枠と調べていく。ニス層が黄愛したものだけは

どうしようもない。ニス層を除いて新しいニスに取り

替える。ニス層の除去は難しい。下の絵の具に影響し
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ない様に配慮する.地(牟I)は種類か多く、特に19世紀

時代ドイツ稔画は地傘りざれたキャンバスが出はじめ

の頃なので、水にもろい欠点があるつ

修復する中には穴があいているものもあり、ふさい

で絵の具をぬっていくが、その為に特に絵がうまくな

ければならないというものでもない。勿論、研修とし

て杖写はやるか、それのみが技術ではない。 (以後テ

ユリセルドルフの修復センターの仕事をスライドで紹

介)

フランスのアルプは極劇こ単組化された曲線的彬態で、

またルーマニアのブランクーシは一つの課題を追求し

素材をみがさあげ単純化されたフォルム。これ等の人

々に共通することは、コピーではなく永年の探求・観

察の結果作られたものである。私も今までのものを土

台にして続けていきたいと思っている。

第9四 半成2年1月20日(i)

詩趣提供者 増用 陽一氏 川見画家)

テ ー マ 「抽象版画のイメージと私の表

現」

参 加 者 25人

版画といえば判明会・鳳景・人物肖像を思い出すが、

何を描いているか首をひねるような傾向のものがあるへ

現尺美術の中の版画と考えてほしい。

私の作品のスライドを見て、技法・イメージ作り、

創作意図を参考にしてもらいたい。

工 ノナンク画法を用いたものだが植物のイメージと

人間像のイメージを重ねたかっだ,植物の葉脈や昆虫

の遡航は自然の造彫の中ても最も美しいものへ これと

回しものを造ったのでは単なるコピーになる、、同じ美

しきのI上竹)王をもつ彫を人工的に造ることに寓意した.

同じ彫を並べる構成は現代美術のlつの方法、ウォ

ーーホルの作「旧ニマリリンモンロー一一やモナリザの顔を30

位ならべたものがあり、十王0は1よりもよし」と題し

ている シルクスクリーン技法で可能な作品だが、軌

・と変化の中に美を考える原理から、同じもの30の中

に追うものがありはしないかと見廻してしまう〇 二の

中二動きが出てくる。しかし模倣でイメージを作って

はいけないつ 自分のイメージをどうやって獲得するが

をこれ等の作品から見てほしい。

油絵の場合、絵の中心はどこなのかが問題になる、,

画面上対比するものから中心をみつけるドラマ的な考

え方があるが中心たけの絵を描こうという意図を持つ。

ノ、ネルの上に石膏とボンドを準り綱目を使って同心円

を描く方法をとった。この凹凸面を版に刷ることを煮

えオフセ ノト法をl即、たが正確さが欠ける。

蝶を描いたものは多いが難しい。構密にかいたもの

をデフォルメしてもうまくいかない。人体の場合は絵

の上で変彫し省略しても人間像の感覚は残る。

版剛よかなり計画性が要求される、,特に硝酸を用い

て脚鎖させる場合、波の濃淡、気温差、腐蝕時間等で

作品が変ってしまう。

抽象的なイメージをどうやって作るかというと、彫

刻で二人の例が挙げられる。イギリスのムーアは現実

の再現的な彬式ではない自由に構成された形の表現で、

第10回∴半成2年2月10口仕)

請題提供者 南部 冶夫氏(彫刻家)

テ ー マ 「私の制作について」

参 加 者 26人

富山県井波即で生まれ、美大予後、家業の木彫の技法

を学んだ。その後生地を離れて自分の彫刻をしたいと

考え、県の推挙で田内研修生として日大芸術学部で研

修しな

卒業した武蔵美大はブールテルの彩管を受けた清水

先生の系列に入るのでコンストラクション的要素が強

く、彫刻としての白面さに欠けると思い、学生時代傾

倒していたデスビ才の作品のポーズから卒業制作をし

た。家業の彩筆から道具に興味をもち、のみを使った

木彫の作品も手かけた。

相彬も手かけ、白分の生まれた上地の人々をトルソ

を適して表現しようと取り組んだ作品もある。しかし

トルソは難しい反面、逃げの面もあり、再び全身をき

っちりと彫りたい願いもあり木彫を主に制作したが、

自分の思った彬を木におし込むより木という素材から

得る彬の強さを利用して自分の考えを表現できないが

と実験的にやってみた。

今回出品したものは人間という大きなテーマをもっ

な「時の流れに」という題は特に私が時間に関した

想いがどうということではなく、人の気持ちが時代・

状況の手中で変化するもので、それに刈する不信・進歩

が出てくる。その中での人間の存在・自分の存在を問

い直す気持ちを現れしたかったからである。

今回の作品は習作として作り 上げた仕事で白木で制

作している言宣形的に不充分なところがあるが、素材

を色/々変えてきた中で今一度原点に戻って木でその貸

付感を引き出す仕事をしてみたいと思っている。先ず

は制作に先立って素材の掻きに対決しなければならな

い。技術にはしl)勝ちな自分をいましめながら、素材

感を大きな課題としてやっていきたい。家業は仕上げ

のみできれいに仕上げる工芸的な仕事である。のみの

タノチを生かした歴史は浅いが、工芸的な技法も大切

であるが彫る作業を中ロこ素材を相手に作品を出して

いきたいと考えている。
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実 技 講 座

(1)日本画講座

期 日 辛成元年(う月13日(火〉・14日(水)・15口囚・17日(i)・18日(同

2(用(l天主21口(水) ・ 23日〈個・ 27口伏) ・ 28日(′jく)

(1(用間/うち講帥措短音1数7日I用

品 仙 骨抹l上月て

l気品者教 27人

間 容 細魚者を対象として、花・くだもの・人物竿のモチ一一フに

よ引用乍しな 同時にドーサの作り方・桧の具・にかわ・

年・組等の材料・用具の上申)扱い方など木槌的な′習イの後、

彩色の技蘭こついで、予習した

(2)洋画講座

期 日 第1期 半歳元年5月2土用′水上25日休十2(用(個・30日(用・

31用水上(う月=J囚・ 2=(個・ 6臼状)

7し聞く)・ 8用木)

第2期、l城)し年8月8 i恢)十月出水)・10日囚・22日(天上

23用水) ・ 2上F「休) ・ 25亡=倍・ 29日(ノ夫) ・

訊〉i聞く) ・ 31口休)

弟3期、車載2年l月2《/用休)・25同村・26F用)・3(用休)・

31日休)・ 2月1田村・ 2日(個・

回
田
陶
劃

(
回
国
圃
間
隙
隠
田

(う=(ノ夫)・ 7口(水上 8日休)

し名10間〉レうち,謝帰旨専し戒如よ各5日間l

出 回 第1期」小林 数民

雄2期I用i 他人民

雄言月別l)宮口†」廿正氏

受講者救∴第1期 22大

雄2期∴34人

第∴月間/10人

間 石 神紺坤」象とし‾」、第1期と第2期は、ヌード・コスチュ一一ム・持物を、算用帰、冊勿・鳳星を

モチーフとして、テ/ノサン、旧柄彩色などをはじめ、よ用晶、い長堀こついてl、習イしな

(3)版画講座

川 口 中丸2年十月2川囚・引用′†く)・25川村・2(川向・帥旧く上

31旧柄・ 2月1用人l・ 2日面・ 6F仕夫上 7日休)

8口休)。 t)日(()

!12日間/っち-手掴巾措専口数7引用

品 柄 相川 暢一十㌔

受講者敦1t)人

ほ

期

講

受

内

ほ

期

講

受

内

(8

期

囚 容∴絡験者を対象として、銅板・冊†板を射出二、用頼Jの帥牛を適して材料や用具の扱い方、エ,チン 受

クやアクアチントなどの各技法、史に刷りの技法について学習しな

〈4)彫刻講座

期 し!平成元年7月20日(村・21日(件22し間・23剛i)・25目(天)・26日(水)・27口〈村28同調・29目=十30日(同

(10日間/うち講師指専日数7日間)

誹 帥 油井 良氏

受講有数14人

囚 谷∴経験者を対象として、有を素材に、人物・野菜・石仏など立体の表現方法、更に用具の取り扱い方を

学習しなっ

臆
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(5)陶芸講座

期 日 第1期 十戒元年4月25日(火)・27口(村・28日〈萄・5月16日伏)

6月6日(火)・ 8日(村・ 9旧柄・2〔)日休)・

7月14日〈萄

第2期」半歳元年1(用24凧夫)・2(う日(村・27日(萄・11月17しI㈹

18日(1) ・ 21口伏) ・ 22H(′Jい12月12日(火〉

22日(個

(各9格I間/うち講師指事目数は各6日間)

講 帥 第1期 明石 昇氏

第2期 上溝i駒台氏

受講者数 第1期 35人

第2期 40人

囚 容 経験者を対象として、第1期は信葉上を素伸二かき落し、家族など、第2期は信楽土・半楊器上を素

材に、上絵付などをはじめ、十、ロクロ、窯詰め、地租、焼成等について学習した。

(6)金工講座

期 日 十高覧元年10月31出火)・11月1H(水)2日(村・ 4日仕)・ 5園丁(同

7用人〉・ 8日(㈹・10し1(個・11日(上)・12日(同・15日(周

16日(村

(10日間/うち品帥指導日数は8旧聞)

品 帥 佐聴 取者氏

受晶有数 21人

内 容 経験者を対象に、銅板を剥引こ、鍍金の基礎的投法をはじ

め着色の技法などについて学習した。

(7)書芸講座

期 日 第1期 辛成元年9月19出火)・21目(村・22日〈斜

第2別 当成元年12月5口(火)・ 6日(鳩・ 7口(村

(各3日間/うち講師指専日数は各2日間)

晶 帥 第1期 高木 東扇氏

第2期 浅見 鈍龍氏

受講者数 第1期 2(う人

第2期 33人
瞳

囚 谷 経験者を対象として、第1期はかな、第2期は漢字を中心に様々な表現について学習した。

(8)デッサン講座

期 日 平成2年2月14日㈹へ18日(同・20日(火)-25印書)・27日(州へ3月3日(十)

(16日間/受講者の自主研修講座)

受講者数13人

内 容 一般を対象に、石こうナノサンを適して、形のとり方、明暗、立体感など基礎的な学習を行った。

-
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書 名 刊行年 発 行所 緬著者名 

美術総記 世界長仙大事典第2巻 lt)89 ′ト ′羊 館 

′I 第言上巻 旺)8〔) Il 

′I 第4巷 198〔) 当 

′l 第5巻 198〔) Il 

開 山 の 美 術 黒)80 淡 交 社 

ト レ チ や コ フ 美術館 1987 トレチャコ7難館刊行韻会 

講座以)世紀の芸術 3 l()89 言∴皇∴‖∴居 
II 6 198() 当 

昭和画壇の出直だ∴ち 圧)89 単 文 出 版 

根 の 神 殿 198() 美術 出 版 村 

迷走するモシリア二の憤作 1989 国際丁人l、デ十十月披 

異 祝 の 美 術ふ∴史 198t) 
「’J

上 礼 

芙/仙 錐 は 眠 ら な い 198t) 朝 日 新聞 社 

日 本∴近 〇位 美 術 事 典 1989 講 談 社 

絵 画 秘蔵浮世絵大観第4巻 198t) 講∴∴談 社 

児 星 喜久雄 

lI 第9巻 1989 II 

アトリエ美術技法百科1 1988 アトリエ出版社 
II 2 1988 当 

牛 言 1988 II 

II 4 1988 当 

II 5 1988 II 

中
子; 1988 II 

lI 7 1988 II 

l1 8 1988 当 

II 9 1988 当 

II 10 1988 II 

II ll 1988 II 

高 山 良 雄 層∴鳳 画 集 1976 新 潮 社 

高 山 民 雄 自 選 画 集 1981 毎 口 新聞 社 

世界の巨匠シリーズティントレノト 1988 美術 出 版 社 

ビゴー素描コレクションl 1989 岩 波 書 庫 

II 2 1989 当 

II 3 1989 当 

レ オ ナ ル ド 研 究 1986 当 

/I (図録) 1986 II 

II ダニエルiマルシェソー 

月i鳥 埋 一
郎 画 集 1973 日 動 出 版 

マリー・ローーランサン 洋画 講 義 録 

1976 求 龍 堂 

彫 刻 佐 藤 忠 良 I 1989 講 談 社 

モニック・ローラン 

牛 十十 1989 当 

有 井 鶴 三 全 集1 1988 形 象 社 

II ll 1988 当 

II 1乞 1988 当 

II 別巻l 1989 当 

ロ ダ ン 1989 中 央 公 論社 

工 芸 正 岡 子 規 を 中 心 に 1936 撃∴碧 書 院 

ー
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書 名 印行年 発 行所 緬著者名 

工 芸 陶芸石黒宗麿作品 集 1()8∠ 毎 日 新聞 社 

近 代 日 本 の 漆 芸 198l 淡 交 社 

書 しi本 書道 大鑑 第l巻 lt)8∠ 毎 日 新聞 社 

II 第2巻 1〔)8∠ 当 

II 第3巻 198∠ lI 

・般・ 出 版∴∴年 鑑 ’89 1989 出版ニュース社 

∵)∵中吉 明冶ニュー ス 事典I 1988 卸コミュニケーションス 

lI H 1888 II 

II

I量萱 1988 当 

II Ⅳ 1988 II 

II V 上988 II 

II Ⅵ 1988 lI 

II

ⅥI l〔)88 II 

II Ⅷ 1988 II 

l′ 総寮引 1t)88 II 

千 葉 県 の 暦∴史 1989 河 出 書 房 

雑

誌 (合冊・復刻) 復刻 現代の洋し叫 仝2〔)巻 1989 臨 川 書 居 

書 名 刊行年 発行年 編著者名 

美術総記 上 三松∵堂:日 記 第l巻 1965 中央公論美術出版 正 木 直 彦 

lI 第2巻 1965 II II 

′′ 第3巻 1966 II 当 

様式の掛史 西洋美術のかたち 1963 美術 出 版 社 

濡柳大五郎 藤井一雄 Bセミ鑓hoollngSystem ′帽市美術展覧会運営委員会 

多摩美術大学50年史 1986 多摩美術大学 

」う本美術年鑑昭和52年版 1979 東京国立文化財研究所 

II 昭和56年版 1983 II 

昭和62,63年版 1986 II 

第30回毎日書道展作品集 1978 毎 日 新聞社 
第40回毎日書道展作品集 1988 当 

単色搬日展書架 第19,20回日展 1988 日 展 

日本芸術院授賞.埋由萱I萱 198乞 日 本 芸 術院 
日本美術院百年史一巻上欄取締) 1989 日 本 美術 院 

一巻下(資料編) 1989 II 

国立西洋美術館三十年史 1989 国立西洋美術館 

石 橋 財 団 三 十 年 史 1989 石 橋 財 団 

岨俗区立世田谷美網師蔵品目飯①、 1986 世田谷直立世田谷美傭官 

国際絵画高揚流転する名画 1987 講 談 社 

日 本100 の 美 術 館 1988 JTB白板敵地鵬事業局 

現 代 美 術 演 習II 1989 現代企画室 
柊 満 会 1989 柊美術店出版部 

現 代 の 日 本 美 術 1987 美術倶楽部 
東京富上美術館富士美術館 1989 籍富士熟鵬・富士美純音 

直 属 40 年 史 1()86 ′闇市美術展覧会運営委員会 

笠 間 日 動 美 術 館 1987 実業之日本社 

小・中学生作文・版画尉憂秀作品集 1989 全労済中央地方本部 
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吉 名 判行年 発 行所 紬若者名 

美術総記 「難航瞭紺土用暗生り羅f居間音〉 1989 千葉県肯追協会 

キ ャ ラ リ
ーー

1t)8() 1t)8t) キィラ音」シルバー仕口 

ら は の 芸 術 家 1()8t) 京 葉∴鋸 行 

▲A 園丁 ′丁「 丁) 上 C 0 lし)渋) 拭I∠∠O丁.l 

給 画 大 沼 時 人 両 県 lt)87 来∴∴紀 常 

休’∴鳳 北海追立旧し美術館 

与 川 収∴間 両 県 197∠ ′珪 石 同 画 廊 

現代 の 日 本画 第1巷 1t)(う7 彩 仕 

′′ 第2巻 1()68 lI 

I′ 弟:う巷 1t)68 II 

大 和 絵 に ′上 き る 圧)80 林 ’∴ 鳳 

森村∴-作品・読文 集 l()70 鯨根高雄岨事馴 

笹 朝 子 画 譜 黒)7() 銀 座 ノ バ 

KA工IIエIGASHIYAMA l()86 SHCREW00エ) 

東山魁大,弟∴巻∴凪景追杯1 lt)8t) 誹 炎 神 

lI 第∴巷I姑計理卜2 l()89 II 

lI 第 _巷∴欺州紀行 1989 II 

I′ 剃Iし座 中間紀行 lt)89 Il 

=」河追暦 東山魁夷1仕手,集 黒)8と) しl本給流刑判礼 

十王明大即一天折のモタニスト 巨)88 北海道新聞社 
ii-剛大子十回′†(ここらげ)旅路 1989 Il 

II 原即∴∴∴∴兄 

近作フランス巨i車†某一絵回書 1988 越 

しl本の水彩画il大下膝次邦 1989 第臆喜一法規出版 

II

2 小山用次 1989 Il 

卜 辛 正 樹 

II

7 小堀 遊 1989 Il 小 泉 音 

I′

l上 伸1i欽 一即 1989 Il 立 化 義 位 

I′ 13 白く龍幾之助 1989 II 早 川I 二二即 

′I 14 _宅克己 1989 II 
二 輪 英 夫 

II 181木城秦言廿 1989 II ‖∴∴∴∴?∴∴」 

II 20 不破 草 1989 II 

米用勅ii」 草間桐生 重高昭夫 

ス ケ ノ チ 自 利 1989 li本放送協会′、紺く漢 

心 中 松 ヶ 塚 1989 而 立 書 房 

中 道 誉 仙 弥∴回(集 1989 中 道誉伯 弥 

丈夫・芸)中野のためのテ/サンの基礎 1985 すいと-はだ三軸了描 

ワーグマン と その周辺 1987 ほ る ぷ 出 版 

ノ ン キ か 来 た 1989 新 潮 社 

阪田克夫 桑原住雄 

」珊瑚;0号に人物描〈′′心のメ)セーン 1989 二 条ア ート 

郭 徳 俊 作 品 集 1989 美 術 公 論 礼 

大 国 旧 茂 土 画 集 1989 求 龍 堂 

田 辺 竹 次 作 品 集 1989 印せ竹次l伯某刊行会 

滝「「修造ハウル・クレー論集 1990 佐 谷 画 廊 

滝山修造ハウル・クレー論集解題 1990 当 

柳 敬 助 集 1989 禄 山 美術館 
五十嵐幹 日本画作品集 1989 イサアラフ・ルーム 

文字のか、詩 安元轟右作品集 1990 不 忍 画 廊 

ベ ル 申 出 画 集 1982 シャ′くンソサエティ・オブ・アート 

日 本 美 人 画 逆 上 1962 東都文化社 
II 下 1962 II 

日 本 の 自 画 像 1961 南 北 社 

MIししET I 1921 HenriLaurens EtiemeMoreau胴aton 

II
II 192l 牛 II 

I/
III 192l II II 

一
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書 名 丁二i」行年 発 行 所 裾著者名 

給 両 L’C巳VRE DE C")ROTI l()65 l」をO。。eし滑(士 AlfredRob;ユut 

II

II lt)65 Il II 

II 川 1即う5 II II 

II

IⅤ 1硝う5 II lI 

し’(工l(TRE エ)ECORO′I¦‘州e\ 黒)(う5 II lI 

I)▲′l\し:B丁GNl/’ 点)25 丁丁e白日丁.aし11て当1ゝ ∴∴言い∴:∴∴泣言∴: 

彫∴∴刻 他 用 六∴弘∴作 品 集 艮)7〔) 牛
用

仕 

「′旺I音略 し「。l刷理詰 

吉 永 直 下」i」彫 刻 作 品 

l!)8∠ 1()8() 

実業之日本社 
有 川 高 作 品 果 ‖∴∴『∴ ∴ 

申 不 正 近 作 品 果 杵 割 付 

II 

しく)親) 音II 

用 地 保 高 艮)8() 考でラリ ーせい十) 

い の∴し) 原 爆 II 1t)85 大 中 出 版 社 

膏 付 孝∴作 品 生 十 村 ∵∴ 

上 古 弟2T間口小現尺美術1芸黒)88 1t)88 京 郁 書∴防 

造 田 修宮部 

= 小 現 代 上 芸 美 術 真177 マリ ア 苫・∴男 

嗣可への竜一金属即「作家の在じら 黒)82 口 賞 出 版 神 

理、の年間/\\臆金筋押作水の活動 黒)84 II Il 

出 航 量 甲 へ の 刈∴詰 1()8(う II 

開 合 川 部11品 集 1()87 アロー・千一十・リーークス 

備 前∴∴伺 上 告∴二大 圧)85 申 陽 新聞 社 

汗 声∴∴の 名 上 1987 
東京都I云続上_芸品 高書美川休世羅協,議会 

圧 (i 飯∴鳥∴春∴販 作 品 集 真/)83 仲祝 芸休)村 

金出石城 松本筑∴筆 i 

金子的享回顧展作品集 1()87 実子白鴎憂国出雲 

金 子 母 子 の 昌∴葉 1979 11賓 出 版 利 

広 野 自 販∴書 画 集 1と)82 立正佼 成 会 

古 体 破∴∴休 黒)82 日 貴 出 版 社 

埴仕女読かな昌通園臆飯出立勅書 l()了() 東 京 堂 出 版 

有 船 中 水 の∴宮∴業 1t)84 敦 台 宮 籍 

ル川口 「仕合桜自作出来 

廿)88 lく)88 

「- 代∴合桜舟 

最中の白味「仕付畑仕口,l甘 II 

両 用 麦∴夏 作 品 集 ∴十二;∴∴:∴: 

間∴彼〇 年 一 肌∴品 黒)8t) 
臆し間宮,)半角二11米i寿 ∴∴高言子∴∴十言:; 

帖 画 木板申告用五 二の甲 界 ∴町中 川i)」全車両通信相 

′Ij∴∴∴真 i 小 品∴唆∴樹 作 品 集 l叛黒) フ ィト テ ノク 

中ロ 第 一巻 l!、敦束漸 1t)8t) 柾」ミ臆しニケっ二言 

II 第 二巻∴ 生山名利 198() II 

II 第二二巷 (ムl復興 1989 lI 

メ 音ノ セの町は海だ∴っ た 1989 「 秋 社 

一般困苦 人間と乍間臆21町紀への序奏 1t)89 
ソロ‾/⊥ノン二すナノし・ 点し∴ラン臆「エi’十十とシーズ 

ヒシェアルワイ上潮日本虹記12楳県 1989 ぎ ょ う せ い 

房総の魅力500選 自然蛤史編 1989 千一菓県企画部国際課 

日本目録規則 新版予備版 1977 日本し刈吾館協会 

I1 1987年服 1987 当 

海のシルクローードを求めて 1989 三菱広報委員会 

皇 居 新 宮 殿〃 19(う9 東京タイムズ社 

絵と写真てしのふ鮎I「家康公 久能山東照宮 
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分類別図書数
(平成2年3月31日現有)

分 類 昭和63年度まで 平成元年度 計 

美 術 総 記 1,065 44 1,109 

絵 画 844 80 924 

彫 刻 128 15 143 

工 芸 216 11 227 

書 100 14 114 

版 画 86 1 87 

デ ザ イ ン 25 0 ご5 

写 真
・ 映 像 145 5 150 

そ の 他 45 0 45 

雑 誌(合冊・復刻) 283 1 284 

一一 般 図 書 257 19 276 

合 計 3,194 190 3,384 

平成元年度刊行物一覧

(展覧会図録を除く)

名 称 規 格 真 数 発佃倣l 紬 集 発行年月 

千葉県立美術館報 VoL16 Nolへ4 B5 6 各3,000 美術館 元.6へ2.2 

昭和63年度版 千葉県立美術館年報 B5 60 1,000 Il 元.4 

常設収蔵作品展日録 1期・2期 B5 4 6,000・2,000 
I音I 元.3・2.1 

特別展「房総と近代美術」 図∴∴録 24×24 108 l,000 当 元.4 

ち ら し B5 2 30,000 II 元.4 

ポスター B2 1 1,500 II 元.4 

車内吊ポスター B3 1 500 lI 元.4 

特別展「白帯派と近代美術」 図 録 B5 144 l,000 II 7七.9 

ち ら し B5 2 30,000 当 元.9 

ポスター B2 1 1,500 中 元.8 

特別展 図 録 24×25.5 168 l,000 Il 元.11 

「ドイツ・ロマン派19世紀絵画展」ちらし B5 2 30,000 当 元.11 

ポスター B2 l 1、500 II 元.10 

企画展「山本不二夫展」 ち ら し B5 2 10,000 II 元.6 

ポスター A2 l,000 II 元.6 

企画展 募集要項 B5 8 10,000 当 元.10 

「第4回現代日本具象彫刻展」図 録 24×25.5 76 l,500 II 2.2 

ち ら し B5 2 10,000 II 2.2 

公募用ポスター B2 l 5,000 当 元.10 

展覧会ポスター B2 1 1,000 当 2.l 

房総の美術史 No67へ78 B5 4 各500 II 元.4へ2.3 

平成2年度 事業案内 A4 3折 20,000 当 2.3 

子葉県立美術館 英文パンフレット A4 4折 5,000 当 2.3 

1千葉県一立美術館収蔵品目録 
B5 284 1,000 II 2.3 

-
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学校巡回展

高等学校生徒を対象に、美術に親しみ、美術を愛好する心を育むことを目的として、複製画の学校巡回展を開

催したつ

今回は、 1〔世紀バルビノン派かつ後期印象派までの代表的作家の作品10点を4校に巡回展′丁寸→た0

実施結果

高 校 名 展 示 期 間 展示場所 生徒数 

安 房 高 校 元年12月1日 へ12月10口 廊 下 1,120 

安 房 農 業 高 校 元年12月ll山 一12月21日 廊 下 1,001 

安 房 南 高 校 2年1月10日 へ1月29日 廊 下 1,118 

泉 同 校 2年3月5日 へ 3月20日 廊 下 1,385 

計 4,624 

作 家 名 作 ロ 11口 名 

カ ミ

ー ユ ・ コ 口 ナ ポ リ 近 郊 の 思 い 出 

フ ラ ン ソ ワ レ 担根に 治 っ て 草 を 食む羊 

ギュスターヴ・ ク ー)レベ 雪 の 中 の 小 鹿 

〇十 ド ワ ー ル・ マ ネ 箇 吹 さ の 少 年 

工 ド ガ ー 
ド ガ 舞 .∠臆ヽ 」l 

の ダ ン サ 

ポ ー ル ・ セ ザ ン ヌ サンビクトアールピぺミュの眺め 

ク ロ ー
ド モ ネ 印 象 

・

日 の 出 

オーギュスト・ ルノワー)レ ムーフン ・ド・ラ・ キャレット 

ポ ー ル・ゴ ギ ャン 白 Jヽ 馬 

ビンセント・ヴァン ・ゴッホ ア )レ )レ の は ね 橋 

博物館実習

関係各大学の依頗により学芸員資格取得希望の学生を下記のとおり受け入れた。

①平成元年7月31ロー8月5日

鶴見大学2名、和洋女子大学3名、実践女子大学1名、学習院大学1名、上智大学1名、白梅学園短期大

学1名、共立女子大学1名、武蔵野美術大学1名、跡見学園女子大学1名(計12名)

②平成元年8月7日へ8月12日

東京家政学院大学1名、千葉大学7名、お茶の水女子大学1名、実践女子大学1名、跡見学園女子大学l

名、東洋大学1名(訂12名)

-
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太字は県芸術祭関係

団 体 展

展 覧 会 名 期 間 作 品・種 別 
展示 点数 

第26問合口本総合書道大展覧会 4.11-4.16 書 972 

第13 同 風 聾 会 喜 作 展 4.18-4.23 
三色 口 95 

第 59 同 郷 陽 会 展 4.18-4.23 洋 画 191 

水 彩 展 4.18-4.23 水 彩 画 68 

武蔵野美大校友会千葉支部展 4.25へ4.30 洋 画・彫 刻・工 芸 60 

第16 回 千 葉 新 協 展 4.25へ4.30 洋 画 84 

第 9 回 千 葉 美 術 工 芸 展 4,25-5.7 工 芸 72 

第15 回 歩 会 彫 刻 展 4.25へ5,7 彫 刻 51 

第 20 回 表 美 展 5.2-5.7 表 装"額 装・唐 風 137 

干 葉 展 5.9へ5.14 絵 画・立 体 49 

第 7 回 日 中友好書道協会展 5.2-5.14 書 6,251 

第 13 回 墨 の 県 展 5.16-5.21 水墨画・洋 画・写 真 432 

第29回干葉市アマチュア美術展 5.23-5.28 絵画 書・写真・彫刻・工芸 781 

千 葉 中 美 展 5.23へ5.28 日 本 画 ・ 洋 画 33 

第12 回 千 葉 一
陽 展 5.30へ6.4 洋 画 60 

第 15 回 教 展 5.30へ6.4 洋画・彫刻・工芸・写真 63 

第36団千 葉県書道協会展 6.6へ6.11 書 325 

第 4 回 日 本 画 四 季 展 6.6へ6.18 日 本 画 75 

第 14 回 関 東 全 展 6.13-6.18 日 本 画 ・ 洋 画 167 

千 葉 幼 児 美 術 展 6.13-6.18 絵 画 1,200 

第11回新税樹社干葉支部展 6.20-6.25 洋 画・彫 刻・工 芸 54 

第 12 回 精 鋭 展 6.20へ6.25 油 彩 画 ・ 彫 刻 100 

-
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展 覧 会 名 期 間 作 品・種 別 
展示 点数 

第16 団 子 虹 会 日 本 画 展 6.20-6.25 日 本 画 47 

明 日.を 拓 く 教 育 美 術 展 6.20へ6.25 油 彩 画・水 彩 画・工 作 2,000 

第 34 回 二 科 会 千 葉 支 部 展 6.27-7.2 洋 画 l,063 

千 葉 紀 展 6.27-7.2 洋 画 彫 刻 62 

第17回水彩追闘千葉支部展 7.4-7.9 水 彩 画 57 

第 69 回 智 美 会 初 夏 大 作 展 7.4へ7.9 日 本 画・水 墨 画・洋 画 161 

第18国 手楽 市勤労者文化展 7.4へ7.9 日 本画・洋画・書・写真 135 

第33凹 千葉県小中学校書写展 7.4-7.9 
÷皐: I=≡ゴ 1,392 

第21団千葉市水墨画同好会連合会展 7.11-7.23 水 墨 画 193 

第 9 回 ち ば産経現代洋画展 7.25-8.6 油 彩 画 206 

日本水彩面会第5回干葉県支部展 7.25へ7.30 水 彩 画 60 

第18 回 写 真 千 葉 県 展 8.8へ8.20 写 真 222 

第22同 千葉県高校合同写真展 8.8-8.13 写 真 438 

第 23 回 漱 雲 会 全 国 書 道 展 8.8-8.13 二短 日 800 

第9回日本春秋書院千葉県書道展 8.15-8.20 書 101 

第 13 回 千 葉 等 迦 展 8.15-8.20 絵 画 ・ 版 画 ・ 写 真 62 

第19 回 い て ふ 会 彫 刻 展 8.15-8.27 彫 刻 56 

第17 団千葉市教職員 美術展 8.22-8.27 日本画・洋画・彫刻・工芸 81 

第10団龍峡書道会千葉県人展 8.22へ8.27 書 510 

第13 回 尽 墨 会 喜 作 展 8.22へ8.27 書 40 

第 29 回 白 扇 書 道 会 展 8.29-9.3 書 2,190 

第19 回 新 構 造 千 葉 支 部 展 9.5-9.10 洋 画 ・ 彫 刻 ・ 写 真 140 
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展 覧 会 名 期 間 作 品・種 別 
展示 点数 

第 14 回 菓 美 会 展 9.12へ9.17 洋 画 写 真 65 

第 21回 フ ァ ン シ
ー

洋 画 展 9.12-9.17 洋 画 216 

千 葉 県 写 真 展 9.12-9.17 写 真 130 

第27回新世紀美術協会千葉支部展 9.12-9.12 洋 画 58 

第 39 回 千 葉 デ ザ イ ン 展 9.19-9.24 デ ザ イ ン 58 

第36回千葉県勤労者美術展 9.19-9.24 洋 画 ・ 書 ・ 写 真 310 

第5 回目本書道学会千葉県速度 9.19-9.24 書 333 

第33回 千葉市中中養護学校 9.26-10.1 彫刻・工芸・デザイン・その他 4,969 

児 重 生 徒 総 合 展 覧 会 

第9 回二科会写真部千葉支部展 10.3-10.8 写 真 142 

第 21 回 千 葉 親 展 10.3-10.8 洋 画 彫 刻 91 

ダネ ラ・デコパージュ展覧会 10.3へ10.8 工 芸 123 

千 学 会 書 展 10.10-10.15 書 そ の 他 85 

第16回文化書道連合会公募展覧会 10.10-10.15 

I 

書 746 

秋 耕 会 千 葉 支 部 展 10.10-10.15 洋 画 工 芸 80 

第41回千葉県美術展覧会(県展) 10.21-1l.12 日本画・洋画・彫刻・工芸・書 2,285 

千葉県高校芸術祭「雪道作品展」 11.15-1l.26 書 805 

第 34 回 こ ど も 県 展 11.28-12.10 絵 画 12,300 

第 7 回 明 る い 社 会 づ く り 
12.12-12.17 ボ ス タ 1,192 

ポ ス タ
ー コ ン ク

ー ル 展 

今 日 の 美 術 を 考 え る 会 展 12.12へ12.24 絵 画 立 体 21 

第25回議龍社・宮坂会喜作展 1.5へ1.7 書 477 

第1回 全 国 童 謡 書 道 展 1.5-1.7 書 2,000 

第19回千葉県大学美術連盟展 l.5へ1.7 洋 画・デザ イ ン・立 体 77 
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展 覧 会 名 期 間 作 品・種 別 
展示 点数 

第17 田 富 上 古 景 写 真 展 1.9-1.15 写 真 6l 

第 4・田 植 華 書 道 展 l.9-1.15 書 400 

第 11 回 親 子 絵 画 展 1.9-1.15 洋 画 立 体 130 

第17回現代島地代表展・現代書壇巨匠展・ 
1.17へ1.21 ∃圭 

330 

千葉書璃秀抜展・千葉書壇新進展 Eヨ‾ 

千葉市観光絵画と写真コンクール展 1.23へ1.28 日 本 画 ・ 写 真 201 

第 7 回 県 医 展 1.23-1.28 絵 画・工 芸・書・写 真 104 

第23回千葉県老人クラブ作品展 1.23-1.28 絵画・彫刻・工芸"書・写真 305 

群 的 喜 八 展 1.30-2.4 書 60 

第 5 回 書 星 選 抜 展 1.30-2.4 二匡 I==≡∃ 267 

第42回千葉県小中高校書初展 1,30-2.4 書 892 

千葉正中中養護学校書写展 1.30-2.4 ー星 口 1,490 

第23回千葉大学学生書道展 2.6-2.12 書 75 

千 葉大学美術科卒業制作展 2.6-2.12 日 本 画・洋 画・彫 刻 39 

第 21回 千 葉 市 民 美 術 展 2.6-2.25 日本画・洋画・彫刻・デザイン・工芸・書・写真 1,148 

第15 回 千 葉 県 民 写 真 展 2.14へ2.25 写 真 324 

幕張北高校書道卒業制作展 2.14へ2.18 書 88 

和 洋 女 子 大 学 書 道 展 2.20へ2.25 ヨ土 日 63 

第 13 回 唱 和 会 書 展 2.27-3.4 書 140 

第11回千葉藍筍会かな善作展 2.27-3.4 書 55 

第 38 回 書 星 教 育 部 展 2.27へ3.4 書 1,211 

第 15 団 子 ど も 造 形 展 2.27-3.4 洋画・彫刻・工芸・その他 900 

ー
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利用状況

平成元年度入館者一覧

種 別 月 

開 館 日 数 

個 人 団 体 

人数合計 備 考 
一般成人 大・高生 中・小生 

一般成人 大・高生 中・小生 

人 数 団体数 人 数 i団体数 人 数 団体数 

4 26 ・6,676 324 l,137 79 2 101 2 8,317 

:∴ 
5 26 10,597 480 1,726 336 11 33 1 256 4 13,428 

6 26 9,158 397 2,049 638 20 25 1 122 3 12,389 

7 26 8,079 221 1,966 612 13 91 2 10,969 

8 27 6,952 670 l,871 213 7 129 3 9,835 

9 26 10,669 345 2,982 777 21 486 4 15,259 

10 22 13,146 331 2,618 777 20 397 3 17,269 

11 25 13,795 788 1,751 932 28 200 2 338 4 17,804 
十 

12 21 16,490 538 9,662 821 20 229 3 27,740 

1 23 9,599 355 1,233 444 15 11,631 

2 24 15,465 873 2,207 299 10 43 1 18,887 

3 4 3,005 69 1,076 28 1 4,178 

計 276 123,631 5,391 30,278 5,928 167 258 4 2,220 30 167,706 

開館以来 総開館日数4,458日 給入館者数2,495,059人

地域別入館者数 (人)

種 別 月 

開館 日数 

県 内
. 

県 外 
外 国 

千葉市 県 内 東京都 他 県 

4 26 4,063 3,312 453 471 18 

5 26 5,731 6,449 613 614 21 

6 26 5,714 5,924 435 293 23 

7 26 5,746 4,251 533 415 24 

8 27 3,974 4,588 437 764 72 

9 26 9,139 5,352 339 356 73 

10 22 8,522 7,614 607 515 11 

11 25 7,195 9,505 451 627 26 

12 21 6,743 20,079 459 447 12 

1 23 5,258 5,817 301 245 10 

2 24 10,840 7,037 393 586 31 

3 4 2,065 1,935 108 70 0 

計 276 

74,990 8l,863 5,129 5,403 

321 

156,853 10,532 

東
宮
浅
石

小

生
星



資料貸出一覧

作家名 作 品 名 出 陳 展 覧 会 名 会 期 ・ 展 示 会 場 貸 出 先 

不破

章 II 

女 台湾の農家 

「‾小堀進と昭和の水彩画家」展 元.4.8へ4.23 茨城県近代美術館 茨城県近代美術館 

鶴田 吾即 初 秋 「生誕100年記念中村第・中馴弟二 元.4.8-5.7 福蔦県立美術館 生誕100年記念中村 

即と友人たち展」 元.5.13へ6.11練馬区立美術館 

舞・中原悌二郎と友 人たち展実行委員会 

都鳥英青 白瀧幾之助 

巳里郊外サンクール 

海 

「印象派と近代日本絵画展「」 元.4.15へ5.14 長野県信濃美術館 長野県信濃美術館 

十月∴ト=十 病 児 「名作にみる世界の子供たち展」 

元.8.5」8.27茨城県近代美術館 元.9.l-9.24大分県立芸術会館 元.10.7へ11.5いおき市立美術館 

美術館連絡協議会 

秋山逸生 II Il 
蕾芝山象巌額 カンナ芝山象蕨襟筋 封縞黒檀筆筒 

「秋山逸′日回顧展」 元.6.9へ6.14千葉そごう百貨店 ㈱ 干葉そごう 

:∴;∴∴二一∴∴ 眠 る 人 「ギュスターヴ・クールベ展」 元.6.3へ8.6 ブリヂストン美術館 

石橋財団ブリヂスト ン美術館 

安井曽太郎 熱 海 附 近 「日本的フォーヴィズムの一断面」展 元.7.1へ8.6 福島県立美術館 福島県立美術館 

浅井忠 /I II 当 II 当 II ll II II II II ll II II II 当 II 

老母像 フォンテンブローの夕景 ハリ公園 金川城南門外 平壌大同江煉光亭 農家 田植之図 狂女 千規居士弄丹青図 図案画稿(ダチョウ図) 図案画稿(花木) 図案画稿(木かげの女) 下絵「食事」 下絵「囲碁をさす図他」 花瓶 向付皿(5点) 楊枝括(2点) 関係資料(ポスター5点) 

「‾夏日漱石と美術」 元.7.21-8.27 富士美術館 富士美術館 

大須賀喬 II 蝶文黒鯛香炉 昆議文飾皿 

「大須賀喬回顧展」 元.9.9へ9.24香川県文化会館 香川県文化会館 

蒔田幸彦 高森登志夫 戸出康一 

ピサの斜塔 作
問 風化 

「第1日 東の会展」 元.9.7へ9.12 東武百貨席船橋店 ㈱東武百貨店船橋店 

教育資料「複製名画」 45点 

複製名画による美術作品展 元.9.22へ10.8 東庄町公民館 東庄町公民館 

信田

洋 二山志保子 黄銅化いらず 細繊訪問着 

第41回 県 展 元.10.21へ11.12 千葉県立美術館 千葉県美術会 

東山 魁夷 門 開館十周年記念特別美術展 元.11.21へ12.3 干葉県立大利根博物 干葉県立大利根博物 

高取風量 浅井忠 石橋武活 中 小掘進 /号ン二′守ノスト二 星臆ユiコロー 

群魚 婦人像 筑波遠望 白鷺のいる鳳景 霞ヶ浦 lフォ/テンプロ‾の瞭 

館 館 
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作家名 作 品 名 出陳展覧会名 会 期 ・ 展 示 会 場 貸 出 先 

ギ二スターサクールへ 雪 の 中 の 小 鹿 開館同日年記念特別美術展 元.11.21」12.3 子葉県立大利根博物 「臆葉県立大利根博物 

香取秀頁 香取正彦 津田信大 鈴木冶辛 笑獅子香炉 駈錬士錯花瓶 北辺夜猫千 湿原の詩 

館 館 

小暮 古風 天 聴 

市川の作家展シi)十ズ「小暮青風 害展」 

元.11.22へ12.4 直川il子文化会館 直川直教育委員会 

香取正彦 香取秀其 当 金銅魚監観音 霊獣文大化瓶 菊文 釜 

特別展「香取正彦遺作展」 乃.11.21-12.工7佐倉新町資料館 佐倉直教育委員会 

五十嵐 幹 華 五十嵐幹日本画作品展 元.12.11-12.25 干葉吊文化センター 五十嵐幹作品展後援会 

河合新蔵 中林優 生 有井相手 後藤工志 石川欽一郎 春の白 けしの化 山中湖附近 舟に居る人 ダリア 水辺 

「河上左京と水彩画」展 2.l.5へ2.11山口県立美術館 山口県立美術館 

浅井 忠 

当 

藁 屋

根 平城大仏鐘楼 

「近代洋画の創始期」 2.1.12へ2.18石巻文化センターー 石巻文化センター 

東山魁夷 渡辺学 後藤紀男 

春

雪 夜明

け 山門雨後 

「現代日本画巨匠展」 2.1.13へ3.4 茨城県近代美術館 茨城県近代美術館 

信用 洋 黄 銅 花 い ら ず 千葉市民美術展覧会 2.2.6へ2.25千葉県立美術館 子葉市美術協会 

浅井忠 当 年 松岡寿 

渓

流 曳舟通り 沢入駅 森と小川 

「川上冬岸とその周辺」展 2.2.24へ3.25 長野県信濃美術館 長野県信濃美術館 

鵜
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千葉県立美術館友の会(葉美会)

1.目 的

みる・かたる・つくる’′ という美術館活動に積極伸二協力し、楽しいふんい気のなかで、教養を豊かにし、

美術文化の向上をはかり会員相互の親睦を深める。

2.組 織
.
数‥

真会l 個人会員724名 賛助会員7名

(2)役 員 参与5名 会長1名 副会長3名 臨幸3名 理事若干名

3.事 業

(l)友の会だよト) ’’しおさい′′ の発行、年4回。各1000部印刷し、会員に配布した。

(2)第14回菓美会展の開催

会 期 辛成九年9月12日(天)-9月17印=) 出 品 者 38人 展示点数 65点

上消音事業への協力

館に協力して、特別展等の図録販売・実技品塵の闇値のほか、晶演会・語る会など県民アトリエ事業に積

極的に参加した、

4.平成元年度友の会実技講座

晶∴座 名 期 日 目数 定員 詣 帥 

口本所入門晶軽 
9月20・21・22・26・27・28・29日 

7 25 五十嵐 蛤 
(周 休〉 〈萄(l夫)〈水)(村(萄 

洋画入門晶座〈l) 洋画入出罵I卒(2〉 汁山人門晶塵(3) 

5月10・11・13・14・16・17日 
ら 30 日和用利止 

(周 困(1)佃(火)(水) 

7月12・13・14・18・19・20」」 
6 30 熊谷 文利 

(水)(村(個(火)(周(村 

12日工う・14・1(主17・19・20日 
6 30 松沢∴茂雄 

(周(相 同(用 休)(水) 

デノサン入門講座(1) ナノサン入門晶座(2) 

了1月26・27・28日 
3 30 五十嵐光昭 

(水)(村(命 

8月2・3・4目 
3 30 根片 茂行 

(杓(村(個 

彫卑入門講座 
11月15・16・17・18・19・21・22日 

7 20 鈴木 徹 
(周(村(命(i)佃 〈火)(水) 

版画入門講座 
11月29・30/12月1・5・(う・7・8日 

7 30 牛玖 健冶 
(水)(村 (萄(火)(周(相(個 

陶芸入門講座 
7月25・26・27・/8月22・31日 

5 30 鈴田 和平 
(天)(㈹(村 (火)(村 

金工入門講座 
9月7・8・9・12・13・14日 

6 20 小林 正利 
(村(個 仕)(火)(水)〈村 

書芸入「う告静座 
8月8・9・10・11目 

4 30 冨負 十香 
伏)休)(村(舗 

てん刻入門講座 
12月15・16・17日 

3 30 鈴木 知秋 
(斜 〈十)(「」) 
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収 集 事 業

資料収集については、日本画2点、洋画37点、彫刻9点、工芸

2点、書l点、を新たに取成した。

特に碁会によりフォンタネージなど13点を購入した。

ー
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収蔵資料

平成元年度収蔵資料一覧

日 本画 ※印 暴金購入

番号 作 家 名 作 品 名 制作年 材質・彫状 寸法(縦×横(・m) 受入方法 

1 五十嵐 斡 社 規 昭和50 紙 ・ 着 彩 220.0×180.0 購 入 

2 II か く れ ん ぼ 昭和58 紙 ・ 着 彩 91.0× 72.8 購 入 

番号 作 家 名 作 品 名 制作年 材質・彫状 自去(縦×横(m) 受入方法 

1 フォンタネージ 木 立 1868-72頃 キャンバス・油彩 24.5× 35.5 ※購 入 

2 II 

池 と 樹 木 1870へ72頃 板 ・ 油 彩 33.0×36.0 ※購 入 

3 当 牛 を 追 う 農 婦 不 詳 キャンバス・油彩 47.0×(う1.0 ※購 入 

4 当 

森 の 空 地 の 農 婦 不 詳 キャンバス・油彩 23.0× 38.0 ※購 入 

5 II 水 汲 み 場 鳳 景 1863頃 板 ・ 油 彩 23.7× 30.7 ※購 入 

6 当 風 景
臆

1 不 詳 紙・木炭・パステル 35.0× 27.3 ※購 入 

7 当 風 景
臆

2 不∴詳 紙・木炭・パステル 23.0×16.0 ※購 入 

8 当 

川 辺 の 二 頭 の 午 不 詳 板 ・ 油 彩 30,5× 40.6 ※購 入 

9 当 羊 飼 い の 少 女 不 詳 板 ・ 油 彩 31.5× 20.5 ※購 入 

10 ド
ー ビ ニ ー 

「7ァルモンドワの小川 1847 キャンバス・油彩 116.8× 91.4 ※購 入 

1l テ ィ ア ズ 森 の 中 の 農 婦 1868 キャンバス・油彩 32.0× 43.5 ※購 入 

12 ジ ャ ッ ク 森 の 中 1871 キャンバス・油彩 76.8× 65.3 ※購 入 

十; /レ ソ ー バル ビ ゾン の農場 不 詳 キャンバス・油彩 33.4× 55.5 ※購 入 

14 コ フ ン 田 園 詩 1903 キャンバス・油彩 57.1×273.0 購 入 

15 ロ ー
ラ ン ス かしカリソンヌの幽閉者の解放 不 詳 キャンバス・油彩 55.1× 69.0 購 入 

16 ワ ー グ マ ン 松 島 風 景 1889 紙 ・ 水 彩 23.1× 45.5 購 入 

17 笹 岡 了
一一 

孟 母 の 家 昭和48 キャンバス・油彩 181.1×227.3 購 入 

18 岡 部 時 雄 月i 沿 い の 家 不 詳 キャンバス・油彩 63.5× 79.0 購 入 

19 当 寒 林 不 詳 紙 ・ 水 彩 46.0× 36.6 購 入 

20 当 
陣 中 の 牧 場 不 詳 紙 ・ 水 彩 25.5× 46.0 購 入 

21 五百城 文 哉 日 光 不 詳 紙 ・ 水 彩 64.0× 39.0 購 入 

22 足 立 源一郎 津久波山(水郷中州) 昭和30 板 ・ 油 彩 22.0× 27.3 購 入 

23 II 水郷初夏(十二橋) 昭和30 板 ・ 油 彩 22.0× 27.3 購 入 

24 II 水郷初夏(中州)臆1 昭和3し) 板 ・ 油 彩 22.0× 27.3 購 入 

25 大 野 隆 徳 公 園 明治45 キャンバス・油彩 33.5×175.0 購 入 

26 今 関 宮 司 浅∴∴未 山 路 昭和18 キャンバス・油彩 72.8×100.0 購 入 

27 笹 岡 了
○○ 天使とヤコブの闘い 昭和50 キャンバス・油彩 130.3×163.0 寄 附 

28 II 

山 西 昭和59 キャンバス・油彩 194.0×130.0 寄 附 

29 大久保 作次郎 庭 の 木 陰 大正5 キャンバス・油彩 186.0×160.0 寄 附 

30 当 海 水 浴 帰 り 大正6 キャンバス・油彩 188.0×162.0 寄 附 

31 当 
向 へ 昭和15 キャンバス・油彩 145.0×112.0 寄 附 

32 II ヤ ッ ホ
ー 昭和24 キャンバス・油彩 179.0×146.0 寄 附 

33 II お 茶 ど き 昭和25 キャンバス・油彩 180.0×148.0 寄 附 

34 当 凪 昭和30 キャンバス・油彩 151.0×117.0 寄 附 

35 足 立 源一郎 水郷初夏(中州)- 2 昭和30 板 ・ 油 彩 22.0× 27.3 寄 附 

36 II 水郷初夏(中州)臆 3 昭利30 板 ・ 油 彩 22.0× 27.3 寄 附 

37 前 場 実 九 十 九 里 初 夏 昭和63 キャンバス・油彩 112.0×162.0 寄 附 

ー
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彫 刻

番号 作 家 名 作 品 名 制作年 材質・形状 寸法(縦X横cm) 受入方法 

l 陰 里 寿 朗 構造上の森(衝かもしれない) 昭和63 鉄・ステンレス 80.OX800X高さ200.0 購 入 

2 高 村 光太郎 裸 婦 座 像 大正5頃 ブ ロ ン ズ 27.5X14.5X14.0 ※購 入 

3 当 薄 命 児 男 子 頭 部 明治38 り 2LOX15.4X18.0 ※購 入 

4 当 大 倉 喜 八 郎 の 首 大正15 II 14.5X9.8・X12.0 ※購 入 

5 当 猪 明治38頃 II 15.OX24.OX13.0 ※購 入 

6 当 十和田裸婦像のための中型試作 昭和28 牛 112.OX62.5X36,5 ※購 入 

7 当 十和田裸婦像のための「手」 昭和27 II 44iOX14.OX18.5 ※購 入 

8 当 野 兎 の 首 昭和20-27 II 10.2X8.9X9.8 ※購 入 

9 当 手 大正7 II 39.OX28.7X15.2 ※購 入 

工 芸

番号 作 家 名 作 品 名 制作年 材質・形状 寸法(縦×横em) 受入方法 

1 宮 田 宏 平 生 命 の 透 間 風 昭和57 螺 型 鋳 白 銅 227X22.7X高さ372 購 入 

2 香 取 秀 貞 千本松文釜及び鳳凰文凧炉 不 詳 鋳 金 
釜径24.3高15、0 鳳輝羊34.2高18.8 

購 入 

番号 作 家 名 作 品 名 制作年 材質・彬状 寸法(縦×横ぐm) 受入方法 

l 千代倉 桜 舟 宗 左 道 の 詩 昭和63 屏風・六曲一隻 176.7×480.0 寄 附 

フォンタネージ「牛を追う農婦」 ルソー(テオドール)「バルビゾンの農場」

収蔵資料一覧 (平成2年3月31日現在)

種別
区分 保管換 購 入 寄 附 合 計 

日 本 画 24 95 112 231 

洋 画 36 281 326 643 

彫 刻 10 74 24 108 

工 芸 9 78 41 128 

書 14 15 42 71 

版 画 3 85 49 137 

合 計 96 628 594 1,318 

研 究 資 料
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管 理 運 営

本館では県民のための開かれた明るい美術館をめざし「みる・かたる・つくる」を

モソトーとして、総合的、かつ動的な美の広場を目標として展示・普及活動を行って

いる。

協議会では美術館の運営及び展示資料の方向性について協議した。

美術館調査研究員は、広報・普及について研究を行った。

運 営 方 針

●県民のための美術館として、明るく親しまれる美術館。

●・、習交教育・社会教育との閑地から、教育普及活動を

重視し、架しく学べる美術館。

●県民と美術家との交流の広場とし、相互の理解と向

上を図る美術館。

●房総の地にかかおりのある作家の作品と、関係資料

の収集と研究をめざす美術館。

●美の広場として、広く美術資料・情報等を収集し、

みる・かたる・つくる活動を総合的に展開する美術館。

ー
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機 構

組織及び事務分掌(2.3.31現有)

庶務課(6)

学芸課(6)

課長1、副主査1、主事2、
主任運転手1、主任用務員1

●公文書の接受発送及び保有こ関すること

●職員の人事・服務に関すること

●職員の給与・旅費に関すること

●予算の編成・執行に関すること

●物品の出納、使用料等の徴収に関すること

●その他庶務会計全般に関すること

●施設言劉備の整備に関すること

●施設設備の管理に関すること

●防犯・防災に関すること

●警備等総合委託業務に関すること

●駐車場、利用者等の管理に関すること

●その他管理全般に関すること

課長1、研究員2、学芸員2、主任技師1

●美術資料の収集に関すること

●美術資料の保管・整備・補修に関すること

●展覧会の企画運営に関すること

●美術資料の貸出等に関すること

●美術資料等の調査研究に関すること

●展示備品の整備保管に関すること

普及課(5) 課長1、研究員2、主任技師2

●講習会・実技講座等の企画運営に関するこ

と

●館事業の広報に関すること

●情報資料墨の整備活用に関すること

●美術情報の収集、提供に関すること

●展示圭の団体利用に関すること

●利用者のガイダンスに関すること

●友の会の育成に関すること

千葉県立美術館協議会(10)

千葉県立美術館調査研究員(10)

千葉県立美術館友の会(葉美会)

-
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館運営の円滑化を図るため、館長の諮問機

関として置かれ、学校教育、社会教育の関

係者並びに学識経験者の中から10名を県教

育委員会が任命している。,

本館において、美術館資料の収集・保管・

展示のために必要な調査研究に関する協力

を得ることを目的として置かれ、学識経験

者の中から10名を館長が委嘱している。

館の活動に提携し、展覧会・講演会・実技

講座"美術鑑賞会の開催・会報の発行などを

行っている。



職 員 館

別 館

庶務課

長

長

庶務課長
副 主 査

主 事

主任運転手

主任用務員

一
賞

美
貞
和
浩
恒
則

内
油

滴
藤
辺
田

原
島

竹
小

高
加
渡
豊
篠
長

千葉県立美術館協議会委員

雄
博

治
子
富
雄
子

美

氏 名 役 職 

池 田 知 之 千葉県高等学校教育研究会 
(元.6.20辞職) 美術工芸部会長 
垣 畑 利 光 千葉県高等学校教育研究会 
(元_6.21へ) 美術工≡芸部会長 

遠 藤 健 郎 画 家 

大 高 好 男 NHK千葉放送局長 

郡 司 幹 雄 千葉県文化財保護審議会委員 

鈴 木 民 三 千葉県立美術館友の会会長 

美術館調査研究員

氏 名 勤 務 先 等 

石 倉 総 子 干葉市立こてはし台中学校教諭 

大須賀 久 大 成田市立遠山中学校教諭 

岡 野 重 義 千葉県立佐倉高等学校教諭 

加営利 和 夫 千葉市立高洲第二中学校教頭 

倉 次 和 也 佐倉市立印南小学校教頭 

予算概要

学芸課

学芸課長
研 究 員

学 芸 員

研 究 員

米
中
大
田

保久

坂

学 芸 員 前 川

主任技師

普及課

普及課長
研 究 員

主任技師
肌

相

中
鈴
池
金
小

野
木

田

圃
泉

公
順

司

男
宇
治
秀
子

肝豊 子

喜 久夫

予
成
代

氏 名 役 職 

戸 田 禎 佑 東京大学教授 

富 山 秀 男 国立近代美術館次長 

野 口 貞 子 千葉県婦人グループ連合会役員 

長谷川i 昂 千葉県美術会会長 

若 菜 みどり 千葉大学教養学部教授 

(五十音順、敬称略)

氏 名 勤 務 先 等 

高 木 正 大栄町立桜田小学校教頭 

羽 生 智 樹 千葉県立八千代高等学校教諭 

平 戸 美和子 千葉市立さつきが丘束小学校教頭 

南 隆 一 
横芝町立横芝中学校教諭 

綿 貫 啓 一 
船橋市企画部情報管理課副主査 

(五十音順、敬称略)

(単位:千円)

事 業 名 予算額 事 業 概 要 

運 営 費 

展示事業費 66,716 特別展3、企画展2、常設収蔵作品展 

普及事業費 3,696 実技講座・講演会の実施等、館報・年報・事業案内等の発行 

調査研究費 3,420 資料調査、研究員会議等 

維持管理費 131,226 施設管理、設備・機械保守委託、その他運営費 

施 設 

備品購入費 50,100 美術資料、美術図書、展示用備品、視聴覚備品、図書備品 

警 委 託 費 6,695 作品修復、展示室空調機改修設計 

備 費 
工 事 費 

(18講88) 展示室空調機改修工事、警備員室空調機改修工事、駐車場車止め工事 

合 計 294,353(債務負担197,000) 

注) ○職員の人件費は含まれ、。 ○別に資料購入のための基金20億円。
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内 容

①へ⑧展′J立 ⑮一⑬実技与

⑨食′紺間中

⑲玄関ポーIし

⑪トイレ

男子用.6カ所

女子用6カ所

身体障膏者用

2がi斤

⑲ホ一一Iし

⑬議掌(200人〉

⑭惰報命持主

太一金12:30へ16:30

⑮研修宅(40人言

⑲黛∴場

⑳ 搬出入。

⑪ 機椴字

⑳ェレヘ一夕ー

⑳館長字

⑳副館長字

⑳庶措諌

⑳会議圭

⑰字芸課・普)螺

⑳研究工作字

⑳ 収蔵庫

⑳ ミューンアム

ン/∴ゴ ノ‾7

圏

33 , 058m2

10,664m2

展示棟

管理棟

6,343m2

2,819m2

県民アトリエ……………………1,502m2

沿 革

外壁は常滑焼の特殊煉瓦仕上げ

屋根は天然スレートの3枚重葺

内装の壁面は布張り塗装仕上げ、化粧合板

天井は岩綿吸音板張り

床はビニールタイル張り(一部御影石・ジュータン張り)

展示棟は全室を通じ段差がない

外気導入には4段フィルター方式を採用

千葉県立美術館は,昭和43年にまとめられた県立博

物館設置構想に基き,建設計画をすすめ,昭和48年4

月教育庁文化課に美術館準備班を置き,開館事務に当

たった言 同49年3月第1期工事の展示棟が完成し, 4

月l し1千葉県立美術館として機関設置し, 10月23旧開

館式を挙げ,臆・般公開を始めた。同51年2月に第2期

工事の管理棟が,同55年2月に第3期工事の県民アト

リエ棟,更に同63年8月に増築工事の展示棟及び収蔵

庫が完成した。
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平成2年度主要事業

企画展

常設収蔵作品展

I 4月1日(同へ7月15印書)

●II 7月17日(州へ10月14日(用

事H 11月17日仕)一12月24日(月・祝)

Ⅳ 2月16日(十十3月31日(刷

本館が所蔵する日本画・洋画・彫刻・工芸・書・

版画の作品を4期におけて順次展覧するほか、新

たに収蔵された作品を紹介します。

房総の美術家シリーズ(20)鈴木方鶴展

9月13日(村へ10月14日〈同

鈴木方鶴(1t)18へ1985)は、香取郡山i即丁に生

まれ、千葉師範学校在学中に浅見官用こ学びまし

た∩ 昭和24年から定年まで県立千・菓女子高校に勤

務するかたわら書に打ち込み、無心会理事、県美

術会常任理事、山本書道美術院審査員などをつと

めよし五本展では、鈴木方鶴の作品を一堂に展

覧し、その足跡を回顧しますくつ

浅井 思記念賞展

1月6帥喜)へ2月11日(月)

昭和58年度に美術館開設記念事業として、本県

で白身の日本近代洋画の先駆者である浅井忠の顕彰

と現代美術の振興に寄与するため全曲公募による

「法井忠記念賞展」を開催し、全国で初のこころ

みとして、多大な評価を得ました。木皮は、その

第2回展として開催します。

第14回千葉県移動美術館

八日市場市立公民館

11月20日(天上12月2即」)

栄町役場町民ギャラリーー

12月5日(周へ12月18」す(火)

優れた美術作品を、より多くの県民の方々に鑑

賞していたたくため、本館所蔵作品を中心とした

煉覧会を2会場で開催します。
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特別展

石井林響をめぐる画家たち

6月9口仕)へ7月15日〈「I)

明冶以降、現代に至る日本画の流れの中で、日

本画の革新を目指すさまざまな絵画運動が実践さ

れました。特に明治後半から昭和初期にかけては、

日本美術院の創設、各種団体による小会派分立、

文展、帝展の開設を背景に、日本画の開拓が多様

に試みられました。

本県出身の石井休響(1884へ1930)の画業はこ

の時代と重なります。本展では、近代日本画の革

新に努力した当時の東京画勘こおける百年画家の

作品を、石井林轡を中心に展覧し、彼等の果たし

た役割を再認識します。

マリー・ローランサン

2月16日仕)-3月24目白)

マリ-・ローランサンは、今世紀が生んだ最も

優れた女流画家として、そのパステルカラーと柔

らかな曲線に託された夢見るような詩情の世界は、

近代感覚のひとつの典型といえます。

ブラックやピカソ、詩人アポリネールらの影響

を受けつつ、女性特有の感覚で独白の画風をつく

りあげ、その才能は様式やイズムを越えた自由な

芸術家としての地位を占めております。

本展では、激動する今世紀初頭の近代絵画の流

れの中で生まれ、多くの人々の心をひきつけるマ

リー・ローランサンの作品を展覧します。





利用案内

開 館 時 間

開館時間 午前9時から午後4時30分まで

休館 日 ・月曜日(ただし,月曜が祝し寡のときは開

館し,翠日休館)

・年末年始(12月26日へ1月4日)

・展示替え等のため,必要かあるとき。,

観覧料 ・無料(たたし,特別展は有料)

団体観覧 ・同体で来館されるとき,あらかじめ御連

絡いただければ館の槻妾や作品等の解説

をいたします。

案 内 図

交 通

★」 R総武線千葉駅下車

●徒歩23分。

●バス⑯番(子葉そごう前)のりはがら

「千葉ポートタワー」行にて15分,

「県立美術館前」下車,徒歩l分。

★・J R京葉線千葉みなと肌下車,従少8分。
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千葉県立美術館年報(平成元年度)
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